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AbstractAbstractAbstractAbstract    
In information technology, new concept words appear every few years and affect the 

business environment. In several cases, the core technologies and architectures have 

remained the same despite minor changes in concepts. For example, grid computing is 

the forerunner of SaaS (Software as a Service) and then cloud computing. Bigdata was 

succeeded by the IoT (Internet of Things) and then AI (Artificial Intelligence). The trend 

in concept words reveals an evolutionary pattern.   

In this study, we applied a text mining approach to analyzing all the articles in several 

popular IT magazines for 15 years, and we proposed a new model of IT concept words 

transition. The model shows that there are three phases of concept evolution. Some 

related concepts appeared together in the first phase (Aggregation Stage). In the second 

phase, such a group of words integrates to form a new concept (Deployment Stage). 

Finally, the concept develops into a general word and gains recognition in each industry 

as a completely specialized concept (Specialization Stage).  

This analysis revealed a gap between cloud computing and bigdata in the evolutionary 

process of IT concept words. An evolutionary model that reached cloud computing was 

identified that another episode of evolution might start from bigdata. We focused our 

analysis on the evolution of previous major concept words and examined emerging 

concepts, which reveal a trend from a human-oriented world to a machine-oriented 

world; the former world is characterized by advances in social networking and the latter 

is based on advances in machine learning. As result of this analysis, we can determine a 

turning point in concept evolution, i.e., Understanding this phenomenon facilitates 

detailed interpretation of concept evolution. 

 

Keyword： IT concept word, Concept evolution, Evolution model, Evolutionary pattern, 

Text mining 



iii 
 

概要概要概要概要    
IT 業界では、数年ごとに新規のコンセプト用語が登場し、ある期間を経て一般にも広く浸

透しビジネス環境にも影響を及ぼす。しかし、新規の用語の中には、従来のものと根本技術

や IT アーキテクチャは共通である場合が多くある。例えば、グリッドコンピューティングは

SaaS (Software as a Service) というコンセプト用語にトレンドが移り変わっても SaaS の

基本技術であり、その後に登場するクラウドコンピューティングに発展している。ビッグデ

ータは IoT (Internet of Things) に引き継がれ、さらに AI (Artificial Intelligence) へと変化

する。これらのコンセプト用語は、何が継承されて推移してきたのだろうか。 

本研究では、2002 年から 2016 年までの 15 年間にわたり数種類のプロフェッショナル向

けの IT 業界の雑誌の記事を、テキストマイニング手法を用いて分析することによって、コン

セプト用語が推移する段階を進化パターンとして表出させ、モデル化することを目的とする。

本研究の特徴は、各々のコンセプトの技術的な成長過程を追うものではなく、発展パターン

を抽出するための手がかりとなるコンセプトにつけられた名称（ラベル）、すなわち、コンセ

プト用語の推移を追うことによって IT 業界のコンセプトの変化を客観的に捉える点にある。 

分析結果によると、IT コンセプトの進化パターンは３つの段階を有していることが分かっ

た。まず、いくつかの関連するコンセプトが現れる集合段階。次いで、それらの要素からひ

とつの新規用語が登場し、他の領域にも応用されていく展開段階。最後はそのコンセプトが、

基本となる形態は共通だが、適応される分野や業界に対してカスタマイズされていく特化段

階である。 

 さらに分析結果は、クラウドコンピューティングとビッグデータの間に区切りがあること

も示している。クラウドに到るまでの進化の背景には人間主体のコンセプト用語の推移が存

在するが、ビッグデータ以降では機械が主体のコンセプト用語がその背景となる。クラウド

が特化に及ぶことでコンセプト用語の進化はひとつのサイクルが完了し、ビッグデータから

次のサイクルが新たに始まっている。 

 本研究で提示するコンセプトの進化モデルと実際を照らし合わせることによって、ビジネ

スの発展段階を掌握し、将来のビジネスの戦略策定に寄与することが期待される。 

 

日本語キーワード：IT コンセプト用語、コンセプト進化、進化モデル、テキストマイニング 
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第１第１第１第１章章章章            

序論序論序論序論    
 

1.11.11.11.1 研究の背景研究の背景研究の背景研究の背景    

IT (Information Technology) 業界では数年ごとに新しいコンセプト用語が登場し

ビジネスモデルが変化する。コンセプト用語は、マーケティング手法のひとつとして

製品やサービスの価値を表現するために用いられ、市場の需要を喚起しながら時代と

共に移り変わる。しかし多くの場合において、それらのコンセプト用語の基本技術や

IT アーキテクチャは同じであることが多い。 

 

例えば、「クラウド」は IT 業界の専門用語として登場したものであるが、その後、

短期間で広く普及し、今日では IT 業界のみならず一般にも用いられ、新聞紙上でも

頻繁に見られるようになった。クラウドとはクラウドコンピューティングの略称であ

る。クラウドコンピューティングは決して新規のコンセプトではなく、グリッドコン

ピューティングの理論や従来技術との深い関連によってもたらされたものである。両

者はビジネスモデルにおいて異なる面も多いが、ビジョンやアーキテクチャ、根本技

術においては共通であると理解されている。Villegas (2010) 1 らも述べるように、IT

業界では現在のクラウドコンピューティングの最初の出発点はグリッドコンピュー

ティングであると言われており、その後 SaaS (Software as a Service) などのさまざ

まな用語を経て今日のクラウドに至っている。 

また、Mell・Grance (2017) 2 によると、米国 NIST3のクラウドコンピューティン

                                                   
1 Villegas, et al. (2010), pp.1-2 
2 Mell・Grance (2017), pp.2-3 
3 National Institute of Standards and Technology アメリカ国立標準技術研究所 
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グの定義では、クラウドの３つのサービスモデルのひとつに SaaS（Software as a 

Service）が含まれる。このためクラウドコンピューティングは、従来から存在する

SaaS などを言い換えたもの、あるいは更に発展させたもの、というのが IT 業界にお

ける一般的な見方である。 

 

コンピューティングとは、「コンピューティングリソースを使ってユーザーに情報

サービスやアプリケーションサービスを提供するという、コンピュータの構成・利用

に関するコンセプトのこと」4 である。SaaS は単にその状態を「サービス型ソフト

ウエア」として表しただけの用語であり、コンピューティングという呼び方はしない

が、やはりコンピュータの構成・利用に関するコンセプトのことである。クラウドと

いうコンセプト用語は、それまでのグリッドコンピューティングや SaaS という用語

と何が異なり、何が継承されて発展してきたのだろうか。 

  クラウドが一般に定着する用語となったのは 2010 年ごろであるが、それ以降も

ビッグデータ、次いで IoT (Internet of Things) という IT コンセプト用語が時間を経

て登場し、時代を象徴するキーワードとして普及した。そして現在は AI (Artificial 

Intelligence) という用語がもっとも人気を集め、雑誌やインターネットの記事にも多

く使われている。Yang (2017) 5 らは、ビッグデータはクラウドに続くキーワードで

あり、クラウドが一般化したことから発生した言葉であると述べる。Zhong (2015) 6

は、ビッグデータ、IoT、AI の３つの言葉について次のように説明している。クラウ

ドによってスマートデバイスの使用が急速に増加するにつれて、IoT が大量のデータ

を毎日収集することができるようになったが、我々が集めているデータはますます複

雑かつ不確実になっており不正なデータも含んでいるために、 研究者はビッグデー

タによって生じたこのような問題を効率的に処理するために人工知能 (AI) に目を向

けている。 

 

これらのコンセプトはいずれも急速に発展し、一般に普及するが、時間とともに次

のコンセプト用語に推移している。すなわち、時代のキーワードとなるコンセプト用

                                                   
4 情報システム用語事典より http://www.itmedia.co.jp/enterprise/subtop/dictionary/ 
5 Yang (2017), Chap. 1. Introduction 
6 Zhong (2015), pp.1-3 
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語は一時期に同時に現れたのではなく数年の時間を要しているのである。従って、コ

ンセプトの推移は、時系列に関係構築されながら、ひとつひとつが出現していったと

推測される。現在、最も注目されている“AI”に至るまでに、コンセプト用語がどの

ような発展を遂げているのか、その過程を分析することによって、IT 業界のコンセ

プトの発展パターンを見出すことができると考える。 

 

また、IT 業界ではビジネス展示会が盛んであり、毎年多くの総合イベントが都市

の国際会議場などで開催される。図 1-1 にその様子を掲載する。中でも業界最大のイ

ベントである「ITpro Expo」は、毎年、看板となるテーマが決められ、展示会やセミ

ナーだけではなく、Web サイトや雑誌などとも連携したクロスメディアイベントとな

っている。 

第一回目の「ITpro Expo 2008」が 2008 年 1 月に東京ビッグサイトで開かれてか

ら毎年開催されており、毎回、ホットな看板となる IT コンセプトが注目を集めてい

る（2008 年は 1 月と 10 月の 2 回、2009 年からは年一回の頻度で開催されている）。

第一回目はグリーン IT、SaaS、仮想化技術、NGN（Next Generation Network：次

世代ネットワーク）がイベントの主テーマであったが、翌年からの数年間はクラウド

コンピューティングが主流となっている。「ITpro Expo 2012」になるとクラウドの勢

いもひと段落となり、ビッグデータという新しいコンセプト用語が登場している。

「ITpro Expo 2017」では、AI もしくは IoT が講演タイトルやテーマに含まれてい

るものが多くを占める。 

このようなイベントでは、テーマの移り変わりは専門的な技術の関連性よりも出展

企業や広告業界のビジネス事由が優先され、販売のために目を引く「看板」が必要で

あるケースも多い。ビジネスショウの場合は、出展者を多く募ることが重要な目的で

もある。IT 関連の雑誌や新聞の見出しにも技術用語やサービス用語が時代と共に登

し、いつのまにか消えて行くことが繰り替えされるが、その時々の看板はどのような

理由で選ばれ、掛けかえられていくのだろうか。 
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図 1-1．IT 業界の展示会やイベント風景 

 

これらの背景を踏まえ、IT 業界でトレンドとなったコンセプト用語を時系列で並

べて推移を追ってみることによって、コンセプトの中で主要なもの、キーワードとし

て注目を集めるものが、いつ頃から使われ始め、どのように普及し発展したのかを明

らかにすることができると考える。クラウドというコンセプト用語はそれまでのグリ

ッドコンピューティングや SaaS と何が異なり、何が継承されて発展してきたのだろ

うか。さらに、クラウドの技術基盤上でビッグデータがインターネットに繋がること

によって IoT と呼ばれ、その後に第３次 AI ブームが起こっているのは、コンセプト

がどのように発展しているということなのだろうか。 

グリッドコンピューティングから始まり、SaaS、クラウドコンピューティングを

経て、ビッグデータ、IoT、そして最新の AI に到るまでの、IT 業界において時代を

象徴するキーワードとなるコンセプト用語の発展について研究するのが、本論文のテ

ーマである。 

 

1.21.21.21.2 研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的    

本研究は、IT 業界でトレンドとなったコンセプト用語をテキストマイニング手法

を用いて分析し、その推移を進化として捉えるものである。「コンセプト用語の進化」

とは、次章で定義するように、「同じ種類の物事に対しての捉え方（視点）が、時間



5 
 

の経過とともに何らかの理由で変化したことに伴う対象に対する用語の推移」のこと

である。ここでは主に、クラウドコンピューティングの発祥とされるグリッドコンピ

ューティングから、今日の AI に到るまでのコンセプト用語の進化の過程を分析し、

IT 技術用語がどのような変遷を経て一般にまで広まる用語に発展していったのかを

明らかにすることを目的とする。 

また、テキストマイニング手法を用いて分析することによって、従来の定量的手法

に比べて遥かに膨大なデータ量を扱うことが可能となる。このため、コンセプト用語

の推移について高精度で有効な定量的分析手法を提示することを、もうひとつの目的

とする。 

これらの目的を実現する上で前提として押さえておくべき事項は、本研究は技術的

な発展を追うものではなく、コンセプトにつけられた名称（ラベル）である用語の進

化を追うことによって、IT 業界のコンセプトの変化を客観的に捉えるという点にあ

る。すなわち、各々のコンセプトの技術的意味を問うものではなく、あくまでも各時

代を象徴するコンセプト用語の推移を追うことによって世の中の動向をとらえよう

というものである。 

 

上記の目的を達成するために、本研究の主研究課題（Major Research Question、

以下 MRQ と略）と、それに伴う副次的研究課題（Subsidiary Research Question、

以下 SRQ と略）を以下のように設定する。 

 

MRQ： IT 業界におけるコンセプトは、どのようなメカニズムで進化してきたのか？ 

SRQ-1： コンセプト用語は時間と共にどのように推移したのか？ 

SRQ-2： コンセプトの進化はどのようなプロセスを経ているのか？ 

SRQ-3： コンセプトの進化はどのような背景によってもたらされたのか？  

 

1.31.31.31.3 用語の定義用語の定義用語の定義用語の定義    

本節では、以上のような研究の目的を設定するにあたり、本論文における主要な用

語を次のように定義する。 
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「コンセプト」：物事の共通事項を包括し、思考活動の基盤となる基本的な形態と

して捉えたもの。本論文では、IT 業界における技術やサービスを

対象とする。 

「コンセプト用語」：コンセプトに付けられた名称（ラベル）のこと。 

「キーワード」：ある特定の問題を解決する上で、重要な手がかりとなる言葉のこ

と。本論文では、特にコンセプトの推移をたどる上で手がかりと

なるコンセプト用語のこと。 

「コンセプトの進化」：同じ種類の物事に対しての捉え方（視点）が、時間の経過

とともに何らかの理由で変化することに伴う、コンセプト用語の

推移のこと。 

 

本研究ではコンセプトの進化の過程を、その特長に応じて、集合、展開、特化の３

つの形態に分類し、それらを順番に組み合わせた３段階のプロセスが存在するとした。

これらの定義については、第３章で詳しく述べる。 

 

1.41.41.41.4 研究の方法研究の方法研究の方法研究の方法    

本研究は、グリッドコンピューティングの技術を基礎とするクラウドコンピューテ

ィングの発達によりビッグデータが登場し、AI に到るまでの長期にわたるコンセプ

ト用語の推移を対象とする事例研究である。研究の手順は Eisenhardt (1989) 7 に従

い、事例の選定、プロトコルの生成、データ収集、データ解析、仮説モデルの生成と

した。プロトコルの作成、データ収集、データ解析、の部分については第３章に詳し

く記すが、テキストマイニング手法を採用した。テキストマイニングで分析を行う対

象データとしては、日経 BP 社発行の IT 雑誌の記事を採用した。日経 BP 社の IT 雑

誌は企業の IT 技術の従事者はもちろん、IT を経営に活用する経営者まで、情報技術

にかかわるプロフェッショナルに向けた情報誌である。従って、IT 業界のトレンド

を広く探るという本研究の目的に合致した内容である。 

 インターネットの普及により、我々が日常で扱うデータは、通常の業務における

                                                   
7 Eisenhardt (1989), pp.533 
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知識情報に加え、論文や特許のような技術情報、ブログやツイッターなど個人が主体

となって発信する意見や感情を含む情報など、様々な形で増え続けている。その結果、

分析のスピードが追いつかず、せっかくの文書データが十分に活用できていないので

はないかという懸念が生じている。しかしながら菰田・那須川 (2003) 8 によると、

「膨大な文書データのすべてに目を通すことは不可能であるが、テキストマイニング

を使いこなすことにより、その中から有効な情報を見いだし活用することが可能にな

る。ただし、テキストマイニングは通常のアプリケーションソフトウエアと異なり、

単に文書データを入力すれば有効な結果が得られるわけではない。どのように分析し、

その出力特徴をどう読みとるかによって結果が大きく変わってくるものである」と説

明されている。 

本研究においては、文書データから業界の「話題の経時的な変化」を取得するのみ

ならず、ある話題と他の話題との間の関係性を収得することが必要である。さらに、

その分析過程で膨大な文書データからテキストマイニングによって「話題の経時的な

変化」という、時間軸を含んだ知見を有効に抽出する研究の方法を本論文で提示する

ことも、もうひとつの目的である。 

 

本論文ではまず、IT 業界の文書データからコンセプトの推移を収得する手法につ

いて事例を用いて説明する。通常、テキストマイニングのアプリケーションプログラ

ムは時間軸での検出が可能であるが、有効な結論を導くためには目的に合わせた活用

方法が求められる。 

次に、得られた分析結果をもとに、コンセプトの推移についての発見事項をまとめ、

モデル化を行う。そして、IT 業界でさまざまに活躍する複数の有識者へのインタビ

ューを通して、提示したモデルに関する確認と補足を行う。Kvale (1996, 2007) 9 に

よると、インタビューとは、二人の人間が互いに関心をもつテーマについて視点・見

解を交換しながら会話することを通じて、特定の知識を抽出する過程である。インタ

ビューには量的インタビューと質的インタビューの２種類があるが、本研究では質的

インタビューを採用する。 

                                                   
8 菰田・那須川 (2003), pp.25 
9 Kvale (1996, 2007), pp.6-10 
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Flick (1995) 10 は、「量的・実証的な研究は仮説を生成して大量データを採取・分

析し、できる限り広い領域をカバーするが、質的研究はフィールドの特異な一例や一

部分に集中し、できる限り深い分析を行って、その領域と構造を明らかにするもので

ある」と、その特徴を述べている。質的インタビュー調査の「リサーチ」としての質

を確保するために、インタビューの手順は、伊藤 (2009) 11  、及び、Kvale & 

Brinkmann (2008) 12 の段階手法を採用した。この手法については、第４章で詳しく

説明する。 

そして最後に、主要な IT コンセプトについて、それぞれが有する有体財と無体財

を分類することによって、モデルの性質についてより詳しい分析を行い考察する。さ

らに、IT 業界のビジネス環境に照らし合わせた面からも考察を行う。以上が、本研究

の方法である。 

 

今回の事例研究の題材としては日本で出版されている IT 雑誌を用いるが、IT コン

セプトのほとんどは米国からの輸入であり、事実、クラウドコンピューティング、

SaaS、ビッグデータなどは西海岸の IT 業界のイベントの基調講演より発生したもの

である。それらの情報は、インターネット上の記事として翌朝には日本に届いている。

今日、グローバルカンパニーと呼ばれる世界中に拠点を持つ IT 企業は、本社が行う

戦略立案を各地域の支社に即時に展開してビジネスを行っている。外資系 IT 企業は

もとより、日本の IT 企業の代表である富士通、東芝、日立、NEC なども、日本国内

だけでなく欧米を中心とする世界市場を相手に事業を行っている。一例として、富士

通株式会社が自社の HP 上で株主・投資家向けに発表している財務情報を図 1-2.    に

掲載するが、富士通は海外からの売り上げが全体の３分の１以上を占めている。 

 

                                                   
10 Flick (1995), pp.13-20 
11 伊藤 (2009), pp.16-23 
12 Kvale & Brinkmann (2008), pp.123-141 
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図 1-2.  富士通株式会社 海外売上収益の状況13 

 

また、インドに IT サービスの研究開発の拠点を設けたり、インドの ICT 企業と開

発協業体制を開始している企業もすでに 40 社程度に上っている。ソニー株式会社は

インドのバンガロールに開発拠点「ソニー・インディア・ソフトウエアセンター」を

設立し、製品向けソフトウエア開発と社内 IT システムなどの開発を行っている。図

1-3. がその建物の外観写真であるが、日本以外では最大規模の千数百名の社員を有し

ている。このソフトウエアセンターの所長を７年間務めた竹鑓 (2018) 14 によると、

「インドの IT 業界はもともとアメリカ企業のシステム開発の下流工程を低価格で手

がけるオフショア拠点として発達したが、近年は急成長し、IT 技術力はシリコンバ

                                                   
13 2018 年 5 月 31 日付 HP 発表 財務諸表データより抜粋。 http://pr.fujitsu.com/jp/  

IFRS は国際会計基準。円グラフは、財務会計報告書のデータをもとに筆者作成。 
14 竹鑓 (2018), pp.24-67 
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レーに迫ろうとしている。バンガロールには、IT 技術者が 100 万人以上いるといわ

れているが、このままの増加ペースでいけば 2020 年までにシリコンバレーを抜いて

世界最大の IT 拠点となる見込みである。外国企業はバンガロールに自社拠点を置き、

現地の IT サービス企業を活用して、時代の一歩先をゆく研究開発を行っている。例

えば、世界最大のスーパーマーケット・チェーンの「ウォルマート」や全米第二位の

ディスカウントストアの「ターゲット」では、客の購買動向分析、価格分析などのビ

ッグデータ解析をバンガロールの IT 企業で行っている」という。このように IT 業界

の研究開発は、もはや完全にグローバルの中で行われているのである。 

 

図 1-3．SISC (Sony India Software Centre) のオフィスビル15 

 

従って、これらをまとめると、IT ビジネスを取り巻く環境は以下のような状況に

あると言える。 

� 海外の情報は、インターネット上の記事として翌朝には日本に届いている。 

� 外資系 IT 企業は、海外本社が行う戦略立案を各地域の支社に即時に展開して

ビジネスを行っている。 

                                                   
15  出展：遠藤諭（角川アスキー総合研究所）氏の記事より http://ascii.jp/elem/000/001/632/1632018/ 
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� 日本の IT 企業は、日本国内だけでなく欧米を中心とする世界市場を相手に事

業を行っている。 

� IT 業界の研究開発は、グローバル化されたオペレーションで行われている。 

 

すなわち、プロフェッショナル向けの IT 雑誌から得る情報にタイムラグが存在す

れば、グローバルビジネスを展開することは不可能である。IT 業界のこうした状況

を鑑みると、IT 業界のコンセプト用語は日本国内に特化したものではなく、世界共

通のトレンドであり、日本と海外において差異はないと判断するのが妥当であろう。

一部、「2007 年問題16」のように日本国内固有の用語も存在するが、本研究のような

ビッグデータを用いたテキストマイニング分析を行う際には自然淘汰されるため問

題ではない。従って、本研究のテーマである「IT 業界におけるコンセプトの進化」

を捉える目的においては、信頼のおける IT 雑誌であれば日本版を使用することも可

能と判断する。 

 

1.51.51.51.5 論文の構成論文の構成論文の構成論文の構成    

本論文は６つの章から成り立っている。図 1-４. に全体の構成を示す。 

 

まず本章で研究の背景、研究の目的、研究の方法を説明し、本論文で用いられる主

要な用語の定義を行った。「研究の目的」の節では、MRQ とそれを導く３つの SRQ

の設定も行った。  

第２章では、これまでの先行研究の成果をさまざまな視点から整理し、現状の認識

と課題を明らかにすることによって、本研究の学術的意義と実務的意義を述べる。 

第３章では、本事例で用いる分析対象と分析方法について詳しい説明を行った後で、

テキストマイニングによる分析を具体的に進めて行き、最終的な分析結果を提示する。

この結果により、コンセプトが時間とともに推移していくようすが表出される。 

第４章では、前章で抽出した分析結果を用いて事例のモデル化を行い、「コンセプ

トの進化モデル」を提示する。さらに有識者へのインタビューによってモデルの確認

                                                   
16 2008 年問題：団塊の世代の退職者が最も多く発生するのが 2007 年であるという問題。 
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と補足を行なった。これらの結果により、コンセプトの進化はどのようなプロセスを

経ているのかを導出する。 

第５章では、分析結果についての考察を行う。まず、モデル化を導いたコンセプト

用語について財の分類を行ない、サービスビジネスの観点から分析する。次にコンセ

プトの進化をその技術的発展の観点から分析し、進化モデルについてその背景ととも

に考察を行う。最後に、進化モデルの登場サイクルについても一考を加える。 

第６章では、結論として本研究における発見事項をまとめ、一連の分析・検討結果

に基づき、コンセプトが進化するメカニズムを総合的に判断する。そして MRQ、SRQ

にそれぞれ回答し、その理論的含意、実務的含意を記述する。最後に将来研究への展

望を述べて終わりとする。 
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図 1-4.  論文の構成とその目的
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第２第２第２第２章章章章            

先行先行先行先行研究研究研究研究レビューレビューレビューレビュー    
 

本章では先行文献調査をとおして、本研究の関連分野における先行研究の残した実

績をレビューし、現在の認識レベルを明らかにする。その上で、本研究が新たに貢献

するポイントを述べる。前章で述べたように本研究は、IT コンセプトがどのように

進化していくのかを明らかにすること、および、その分析過程において有効な定量的

分析手法を提示すること、の２つを目的としている。従って 図 2-1. に表すように、

先行文献レビューは大別するとこれら２つの分野について調査を行った。 

 

 

図 2-1.  先行研究レビューの構成 
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2.12.12.12.1 コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト進化の分析進化の分析進化の分析進化の分析    

まず本研究の主テーマである、コンセプトの進化に関する先行研究について調査を

行う。本研究の内容にもっとも類似した研究として、コンセプト進化の理由と意義を

テーマとする先行文献を取り上げる。コンセプトの進化に関しては学術的な先行研究

に加え、経営コンサルタントがコンセプトのラベル付けを行う意味についての先行研

究も合わせて調査する。特にビジネスシーンでは、市場や顧客に対して新たな価値を

創造するために、実際の内容はほとんど同じである場合でも、あえて看板となるテー

マを変更することがある。コンセプトの呼び方を替えることはそのひとつの手法であ

る。このために一企業が戦略的にビジョンとして打ち出した用語が一般に広まってい

くケースや、冒頭で述べたようにビジネスショウのテーマとして掲げられたものが業

界全体のトレンドとして広まっていくケースなどがある。 

さらに、価値創造をもたらすための戦略としてのひとつの研究分野となっている、

テクノロジー・インテリジェンスの研究領域についても、本節で取り上げる。最後に、

IT コンセプト間の関係性を論じる先行文献を調査し、キーワードとなる IT コンセプ

ト用語についての先行研究の結果を確認する。 

 

2.1.12.1.12.1.12.1.1 コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト進化進化進化進化の理由と意義の理由と意義の理由と意義の理由と意義    

 Wei (2018) 17 らは、コンセプトそのものの本質について研究を行っている。彼ら

は、コンセプトは常に進化し続けているから、コンセプトの変化を正確に、そしてタ

イムリーに検出し、その現象を分析することが必要であると述べている。彼らの分析

の方法は、言語学的手法、もしくは統計学的な手法、あるいはそれらの複合によるも

のである。大量の文書データの中から、あるコンセプト用語の重要性、すなわち、そ

の文書データの世界における特定のキーワードの重みを抽出し、それを基にそのコン

セプトについての固有のエントロピー情報を計算し、周辺の他のコンセプトへの影響

力を測っている。そしてコンセプト間の関係性にもエントロピーの考え方を導入して、

エントロピーが集中することによって、ひとつのコンセプト用語のあとに新規のコン

セプトが発生し、エントロピーが発散することで、コンセプト用語は消滅するのであ

                                                   
17 Wei (2018), pp.384, pp.390-391 
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る、とコンセプトが進化する意味を説明している。 

 

Fujigaki & Nagata (1998) 18 は、長年にわたって科学技術庁の政策報告書を分析し

た。報告書の文書中に使われている主要な用語の出現頻度から、日本の科学技術政策

の推移を「コンセプト進化」という用語を用いて分析している。とくに、政策に関わ

っている産・学・官の３者の関係性の変化に焦点を当てた研究になっており、政策の

ための用語であったものが、時間とともに一般社会にも浸透し、さらにそれが次世代

の政策立案にも関わってくるという動きを、コンセプト進化として取り上げている。 

 

Giroux (2006) 19 は経営コンサルタントの視点から、コンセプトのラベル付け（す

なわちネーミング）はマネージメントファッション (Management Fashion) として

行われているのであるから、単に興味を引くという理由からではなく、社会の変化や

革新的であるという要素が重要視されるべきである、と述べている。Giroux は、コ

ンセプト用語について実用的でありながら曖昧であるという両義的な面について深

く分析している。その結果、一般的な経営理念がコンセプトという概念を導入するこ

とによって、最終的に実用的なあいまいさを含む特異な特徴を有していることを示し、

それが経営について複数の行動パターンを認める条件であると定義している。さらに、

経営にとって、実用的なあいまい性が協調行動の難しさへの実用的な解決策であると

主張し、コンセプトが進化して一般的な人気が高まることと並行して、イノベーショ

ンの再構築が行われていることを指摘している。要するに、コンセプト用語の導入は

経営にとってひとつの重要な要素であり、コンセプトが進化することによって事業に

おける協調性やビジネスの認知度向上に寄与するとともに、イノベーションの再構築

がなされている、と述べている。従って、コンセプトのラベル付けは経営にとって大

きな意味を持つため、意図的なラベル付けを行うことによって、経営に影響を及ぼす

ことができるのである。 

さらに筆者は、コンセプトのラベル付けは広告業界においても重要な意味を持つと

考え、広告業界での認識についても調査した。広告業界の第一人者である岩永（2017）

                                                   
18 Fujigaki & Nagata (1998), pp.387-394 
19 Giroux (2006), pp.1227-1229, pp.1254-1255 
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20によると、すべてのモノやコトにはネーミングがあり、ネーミングはマーケティン

グを行う上で旗印となって牽引するものであると言う。従来はネーミングは記号とし

て存在すればよかったが、現在では広告の中で核となる重要な位置を占めている。そ

の理由としては、今はネット検索が大きな意味を持ち、いかに検索されやすい言葉を

提供するか、が問われるからである。新需要を喚起するために、付加価値を加えた新

商品で需要を喚起しよう、買わせようと、切磋琢磨する。そうした新企画は、それに

ふさわしいネーミングが付けられることによって始まる。従来品と一線を画した特徴

を有することでユーザーに向けて魅力をアピールしなければならず、従来の商品の群

れの中に際立った印象で登場しなければ埋もれてしまう、と述べて、ネーミング、す

なわちコンセプトのラベル付けの重要性を説いている。 

 

Alvesson & Kärreman (2001) 21 は、知識科学の観点からコンセプトの意義を論じ

ている。いくつかの知識をタイプ別に分類することによって、単なるアイデアから流

行（ファッション）を意識したコンセプトに進化させる手法を提示している。新しい

ものが生まれる際には知識科学のさまざまな発想に対して議論が起こり、古いキーワ

ードをラベルを貼り替えてリサイクルすることによって新たな注目が集まると説明

する。すなわちコンセプトとは、単なる情報や社会のネットワーク、あるいは組織文

化を表すのみならず、そのラベル付けを工夫することによって新たな魅力や価値を付

加することが可能である、と述べる。 

 

2.1.22.1.22.1.22.1.2 テクノロジーインテリジェンステクノロジーインテリジェンステクノロジーインテリジェンステクノロジーインテリジェンス    

テクノロジーインテリジェンスは、技術や経営意思決定をサポートするために利用

可能なすべての情報をいかに獲得するかという学術分野である。Porter (1980) 22 は、

企業は顧客に長時間持続可能な価値をもたらすことができたときのみ競合相手を押

さえることができる、と述べる。これを受けて菅澤 (2008) 23 は、顧客が価値を見出

すためには競争相手とは異なる価値が提供される必要があるとして、テクノロジー・

インテリジェンスを提唱した。そしてそのために有効な情報収集を行うには観察と評

                                                   
20 岩永 (2017), pp.18-32 
21 Alvesson & Kärreman (2001), pp.995, ppt.1014-1015 
22 Porter (1980), pp.13-15 
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価が重要である、と述べる。すなわち、新技術や既存技術の持続的、あるいは断続的

な変化を見極めることが、異なる価値を提供するための必須項目であり、そのための

具体的なプロセスも示している。 

Sugasawa (2004) 24 によると、情報の価値の一つは受け手にとって意外性がある

ことであり、顧客は意外性が見い出せる情報に心を動かされ、行動を起こす。従って、

意外性を含んだ情報がビジネスで成功するためのもっとも価値ある情報と考えられ、

情報が持っている意外性こそがビジネスチャンスでありニッチな市場が存在するこ

とを示すのである。そのためには、常にマーケットをモニタリングし、ある情報が持

っている役に立つ意外性を見極めることこそが重要である、と指摘している。 

La (2009) 25 らは、テクノロジーインテリジェンスという分類は用いていないが、

菅澤と同様に、コンセプト用語を再利用することで新たな価値を提供することができ

るということをクラウドコンピューティングの事例を示しながら主張している。競争

優位を確保するためにはライバル企業、すなわち競争相手といかに差別化するかが重

要であり、独創性に富んだものでなければならない。その戦略のひとつとして新しい

コンセプトを使うことがある。新たなコンセプト用語を導入することによって、競合

他社に対して違いを際立たせ自社のポジションを確立しようとするのである。そして、

最終的に企業の思惑どおりにそのコンセプトが定着するかどうかは世の中の受け手

側に委ねられる、と述べる。 

 

2.1.32.1.32.1.32.1.3 ITITITIT コンセプトの関係性コンセプトの関係性コンセプトの関係性コンセプトの関係性    

本節では、IT コンセプト用語であるクラウドコンピューティングやビッグデータ、

IoT に関して、コンセプト間の関係性について調査を行う。 

 

クラウド技術が専門である Villegas (2010) 26、Nakhate & Korde (2014) 27 によ

ると、現在もっとも注目されるクラウドコンピューティングの最初の出発点はグリッ

ドコンピューティングであるという。グリッドコンピューティング技術を意味する、

                                                                                                                                                               
23 菅澤 (2008), pp.28 
24 Sugasawa (2004), pp.7-8 
25 La (2009), pp.359-363 
26 Villegas (2010), pp.1-2 
27 Nakhate & Korde (2014), pp.1-2 
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グリッドコンピューティングというコンセプト用語は、クラウドコンピューティング

よりも１０年ほど早い時代に IT 業界に登場しているが、どちらも基本概念は、コン

ピュータの共有リソースを活用してコスト効率良くタイムリーにさまざまなニーズ

に最適に対応する、というものである。 

彼らはグリッドコンピューティングとクラウドコンピューティングの違いを、クラ

イアントやリソース消費者、プロバイダについての基本的な特性やアーキテクチャレ

イヤー、主要な使用パターンに関する類似点と相違点について分析している。グリッ

ドコンピューティングを Infrastructure、Platform、Application の３つの階層に分

けて、クラウドコンピューティングシステムのアプローチと対応させて比較している。

そして、グリッドとクラウドの間にはアーキテクチャと技術に関する多くの類似点が

あることを説明している。この３つの階層はそれぞれ IaaS (Infrastructure as a 

Service)、PaaS (Platform as a Service)、SaaS のクラウドサービスにマッピングで

きるものである。しかし、クラウドコンピューティングには、ベンダーのロックイン

や、セキュリティ監視システムなど、さまざまな改善項目がさらに付加されている。

要するにクラウドは、分散コンピューティングのインフラを構築するというグリッド

コンピューティングの技術を受け継いだものであることは明らかであり、グリッドコ

ンピューティングの有する短所のいくつかを解決しながら時間とともに発展したも

のがクラウドコンピューティングである、と結論付けている。 

 同じく Foster (2008) 28 らも、クラウドは決して新規のコンセプトではなく、グリ

ッドコンピューティングの理論や従来技術との深い関連によるものであるとし、クラ

ウドとグリッドの両者を多方面から比較している。そして、ビジネスモデルやセキュ

リティなどにおいては異なる面も多いが、やはり、ビジョンやアーキテクチャ、根本

技術は共通であると結論付けている。Youseff  (2008) 29 は、クラウドがグリッドコ

ンピューティングや SOA（Service Oriented Architecture）、仮想化などの複数の技

術の進化したものであることを論拠とし、現行のクラウドコンピューティングを５つ

のレイヤーに細分化してその存在意義の議論を展開している。 

 

                                                   
28 Foster (2008), pp.1-4 
29 Youseff (2008), pp.7-8 
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また、冒頭でも取り上げたが、Mell & Grance (2017) 30 による NISTの定義にお

いては、クラウドコンピューティングは進化するパラダイムであり、クラウドのサー

ビスモデルのひとつとして SaaS が含まれている。NISTの定義は、「クラウドコンピ

ューティングの重要な諸側面の特性を記述したものであり、クラウドサービスと実装

戦略 (Deployment Strategies) の幅広い比較を可能にするための手段となるもの」であ

る。クラウドコンピューティングとは何かということから始まり、クラウドコンピュ

ーティングを最大限に活用するために必要な要素が述べられており、この中でクラウ

ドコンピューティングは従来から存在する SaaS などを言い換えたもの、あるいは更

に発展させたもの、と説明されている。 

 しかし一方で日経 BP 社の『クラウドの大全』(2011) 31 では、クラウドコンピュ

ーティングに厳密な定義は存在しない、としている。本来、実態のないものに関する

議論は無意味なはずだが、それでも昨今、この言葉が IT 業界の流行語になっている

のは、それが IT 業界の置かれた状況を反映しているからだ、と述べている。大手 IT

企業で長年、クラウド事業の上級エンジニア職にあった三崎 (2010) 32 によると、IT

業界においても「クラウドは従来の IT 活用と何が違うのか、技術的には同じではな

いか」という声もあがっており、クラウドの本質が問われている、と指摘する。三崎

はそれに対する答えとして、クラウドのビジネス的な価値を従来と比較して整理して

いるが、本質となる技術やアーキテャーに関してはその違いを述べてはいない。 

 

クラウドコンピューティング技術の発達によって成長したビッグデータについて

も、先行文献においてさまざまな説明がなされている。最もポピュラーな例として、

US White House (2015) 33 によってプレスリリースされた報告書によると、ビッグ

データはクラウド上に保存されるさまざまな種類の大規模で複雑なデータだと説明

されている。ビッグデータの特徴として、「３つの V」（量：Volume、多様性：Variety、

速度：Velocity）をあげており、従来の方法では収集や分析が困難なデータだと定義

している。さらに IoT の説明としては、IoT はビッグデータを収集するための新規の

手法であり、ビッグデータをより加速させるものであり、IoT が拡大されることによ

                                                   
30 Mell & Grance (2017), pp.2-3 
31 『クラウドの大全』(2011), pp.29-34 
32 三崎 (2010), pp.64 
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ってビッデータの収集源が追加され、ますます膨大な量のデータに成長させるもので

ある、と述べている。 

Yang (2017) 34 らは、ビッグデータはクラウドに続くキーワードであり、クラウド

が一般化したことから発生した言葉である、としている。 Zhong (2015) 35 は、ビッ

グデータ、IoT、AI の３つの言葉について次のように説明している。クラウドによっ

てスマートデバイスの使用が急速に増加するにつれて、IoT が大量のデータを毎日収

集することができるようになったが、我々が集めているデータはますます複雑かつ不

確実になっており不正なデータも含んでいるために、研究者はビッグデータによって

生じたこのような問題を効率的に処理するために人工知能 (AI) に目を向けている。

AI を IoT に適用することは、IoT の能力を大幅に向上させ、これは経済的および社会

的発展の両方に利益をもたらすものである。 

以上、本節で取り上げたこれらのコンセプトの関係性に関する先行研究は、いずれ

もコンセプト間の共通点や相違などを比較することによってコンセプトが進化する

理由や特徴を述べているものである。 

 

2.1.42.1.42.1.42.1.4 まとめまとめまとめまとめ    

これらの先行文献をレビューした結果から得られた知見を、以下のようにまとめる。 

 

� コンセプトは常に進化を続けている。 

� コンセプトの進化を正確にそしてタイムリーに検出し分析することが必要だ。 

� コンセプト進化には、ある特定の分野の用語であったものが、一般社会にも浸

透し、さらにそれが次世代にも関わってくる、という動きがある。 

� コンセプト進化と並行してイノベーションの再構築が行われている。 

� 古いキーワードをラベルを貼り替えてリサイクルすることで注目を集めること

ができる。 

� 顧客が価値を見出すためには競争相手とは異なる価値が提供される必要がある。 

� 情報の価値の一つは受け手にとって意外性があることであり、顧客は意外性が

                                                                                                                                                               
33 US White House (2015), pp.4 
34 Yang (2017), Chap. 1. Introduction 
35 Zhong (2015), pp.1-3 
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見いだせる情報に心を動かされ行動を起こす。 

� 新たなコンセプト用語を導入することによって、競合他社に対して違いを際立

たせ自社のポジションを確立する。 

� 最終的に企業の思惑どおりにそのコンセプトが定着するかどうかは、世の中の

受け手側に委ねられる。 

� ２つ、あるいは３つの IT コンセプト用語について関係性を述べている先行研

究は多く存在する。 

 

これらの先行研究では、コンセプト用語には新しい価値が創造されたことを顧客に

訴求できる力が有ることから、コンセプトが進化するあり方を理解しその手法を能動

的に利用することによって、ビジネスの戦略立案に役立てることが可能である、とい

うことが述べられている。 

しかし一方で、これらの先行研究はいずれも、コンセプト進化の意味や定義付け、

あるいはコンセプト間の特徴比較に留まっている。コンセプトが具体的にどのように

して進化していくのか、あるいは進化の形態について、長期間にわたって注目したも

のではない。IT コンセプトは、何が異なり何が継承されて発展し、進化してきたの

だろうか。本研究では、各時代のキーワードとなる IT コンセプト用語に関して、ど

のようにそれらが進化していくのかを具体的に明らかにすることに意義があると考

え、15 年の長期間にわたり連続して観察を行った。 

 

2.22.22.22.2 用語の用語の用語の用語の推移の分析手法推移の分析手法推移の分析手法推移の分析手法    

本節では、IT コンセプトがどのように進化していくのかを明らかにする過程で有

効となるであろう定量的分析手法について調査を行った。まず、用語の推移に関して

データによる定量分析を行った研究事例の先行文献を取り上げる。次に、用語の推移

に限らず、テキストマイニングを使った分析手法を用いる先行文献を取り上げる。両

者を調べることによって、用語の推移における定量分析の有効性、および、テキスト

マイニング手法の有効性の、どちらも明らかになると考える。本研究では、前者を旧

来の定量分析手法であるデータマイニング手法（非テキストマイニング）、後者をテ

キストマイニング手法として、二つに大きく分類して先行研究を調査する。 
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厳密にはテキストマイニングはデータマイニングの一種であるが、データマイニン

グの中でも特に、定型化されていない文章の集まりを自然言語処理技術によって分析

し有用な情報を取り出すものを意味している。さらに、両者の効果には次のような違

いがある。データマイニングが何かに関してその傾向を分析するなどの目的で行われ

るのに対し、テキストマイニングはある商品や物事に対する評価やサービスの問題点

などを、例えば、顧客が発信する文章の中から抽出することに用いられるものである。 

 

2.2.12.2.12.2.12.2.1 データマイニング手法による分析データマイニング手法による分析データマイニング手法による分析データマイニング手法による分析    

Arino (2011) 36 らは約 10 年間にわたり World Wide Web (www) 学会の研究発表

のタイトルのみを分析し、それらの推移とタイトル間の関係性をネットワーク化して

表した。この研究は、コンファレンスのセッションタイトルを一種のコンセプト化さ

れたメタ知識のようなものであると解釈し、急激に発展する WEB ベースの技術が何

かを特定し表出することを目的として、2002 年から 2011 年までの 894 編の論文を

対象として分析を行ったものである。具体的な成果としては、“Social Network”と

“Monetization” という技術に関係する発表タイトルの連続的な推移が存在するこ

とを示した。特に、“Monetization” は、2002 年の “Auction”と “E-Commerce” に

端を発しており、また、2006 年の “E-Community” から 2008 年の “Social 

Network” までの発表タイトルの推移は、後の研究発表に強い影響を与えている、

と解説している。 

この研究によって Arino らは、新技術の進化過程を検出し識別するためのネットワ

ーク解析手法を提案した。そしてその手法を用いた WWW 学会論文のタイトルの時

間軸ネットワークは、とくに戦略的な研究開発の意思決定に役立つような新技術の追

跡を容易にする、と述べている。 

 

また、藤垣・永田 (2000) 37 による、科学技術政策の答申文書を 36 年間にわたっ

てデータベース化し分析した事例がある。これは科学技術政策のコンセプトの推移を

定量的に把握したものであり、定量分析が政策研究の方法論として有効であることを

                                                   
36 Arino (2011), pp.1-5 
37 藤垣・永田 (2000), pp.1-42 
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示唆している。藤垣は、「多様なステークホルダーの利害の調整を経て政策シナリオ

の設定が行われる公共政策の立案プロセスは、諸個人の認知、パースペクティブなど

を他者と共有可能な概念（コンセプト）として表出するプロセスとして捉えることが

できる。たとえば COE (Center of Excellence)、研究組織の流動性、あるいは研究ア

カウンタビリティ論など、その年度、あるいは時代ごとにキーコンセプトとして現れ

る概念は、そのままその年度や時代に必要とされる政策の有り方をうまく反映し、ま

たそれゆえに多様な利害の調整に役立っている」と考える。 

この研究は、「政策コンセプトの時系列変化を捉え、科学技術政策の歴史を政策コ

ンセプトのダイナミックな進化のプロセスとして捉える視点から検討」しており、「政

策コンセプトがどのように生成され、正当化、普及、定着の過程を辿るのかを調べ、

新しい政策コンセプトが生成されるための条件を抽出し、今後の政策立案におけるコ

ンセプト生成に寄与すること」を目的としたもので、本研究の目的と最も近しいもの

のひとつである。しかしながら、テキストマイニング手法を用いておらず、このため

に扱うデータ量が小さいことや、単に各コンセプトの登場頻度のみを取り上げており、

コンセプト間の相関値までは検出していない、などの違いがある。この点については、

扱うデータ量が少なかったために、テキストマイニング手法を用いなくても目的とす

る分析が可能であったとも言える。 

 

この他、IT 業界のコンセプトを分析するものとしては Gartner 社のハイプ曲線が、

テクノロジートレンドを表すツールとして有名である。2008 年から毎年、「最新のテ

クノロジ・トレンド」が発表されている。Gartner 社のハイプ曲線は、ある年度にお

けるトレンドとなるさまざまな技術用語の発展状況の位置を読み取ることができる

が、これらのデータを数年にわたって連続で観察することによって、ある特定の用語

に関して時間的な推移を追うことも可能である。図 2-2. は、筆者がクラウドコンピ

ューティングという用語について、各年度の位置を抽出して、ひとつの曲線にプロッ

トし直したものである。 

 



25 
 

 

図 2-2．クラウドコンピューティングの推移38 

 

Gartner 社のリサーチ部門のバイスプレジデント兼ガートナーフェローである

Popkin (2016) は、「Gartner Symposium/ITxpo 2016」のメディア限定セッション

において「最新のテクノロジ・トレンド」について説明した際に、ハイプ曲線の見方

について次のような見解を示している。ハイプ曲線においてもっとも注目すべきなの

は、用語の推移の中の幻滅期であるという。なぜならば、この時期に位置するテクノ

ロジーに対して、需要側と供給側が歩み寄る現象が起こり得るからだ。それはすなわ

ち、テクノロジーが具体的な商品やサービスになり、市場が形成されていく状態に相

当する、と説明する。Popkin の見解によると、クラウドコンピューティングは 2014

年の時点で確固たる市場を形成しつつある状態にあると言えよう。しかしながら、ク

ラウドというコンセプトがどのように発生してきたのかは、ハイプ曲線からは読み取

                                                   
38 Gartner ハイプサイクル 2008 年度版から 2014 年度版までの「最新のテクノロジ・トレン

ド」図より、各年の「クラウドコンピューティング」の位置を抽出して、筆者が作成した。 
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ることはできない。 

 

Tsumoto (2012) 39 らは、新しいコンセプトは毎年のように現れるが、それが残る

ための条件は世の中に発表された文書の中にそのコンセプトがどれだけ採用された

かに依存するとし、実際にバイオ医療関係の研究論文から専門用語を抽出し構造化し

たものに独自の方程式を当てはめて、専門用語間の関係を分析している。 

竹岡 (2016) 40 らは、デジタルカメラに関する技術用語の関連ネットワークを特定

時点におけるスナップショットで捕らえ、それを２年ごとに繰り返すことによって、

デジタルカメラという商品が属するまわりの環境設定のカテゴリーが変化する過程

を分析している。この他にも同様に技術用語について取り上げた論文は存在するが、

単純にある特定の用語間の関係性を述べたものが一般的である。 

 

しかしこれらの事例はいずれもコンセプト推移の形態やプロセスまでは見出して

いない。また、文章や図面から用語を抽出するという方法論は同じであっても、ソフ

トウエアアプリケーションを使用していないために扱うデータ量に限界があったり、

そのために相関分析ではなく単に用語の登場頻度が分析の主流となっていること、の

２つの観点から、データ量が指数関数的に増大する現在においてはいずれも十分な分

析とは言えない。 

 

2.2.22.2.22.2.22.2.2 テキストマイニング手法による分析テキストマイニング手法による分析テキストマイニング手法による分析テキストマイニング手法による分析    

一方、ビッグデータを扱う必要が生じた現代では、さまざまな研究目的でテキスト

マイニング手法が用いられている。本節では、本研究同様に用語の推移を表出させる

ものとして使用しているケースもあるが、そうでないケースにおいてもテキストマイ

ニング手法の使い方の参考となる先行文献を取り上げる。 

Gupta (2009) 41 らは、インターネットの世界では文書データはますます膨大なも

のになるためテキストマイニングによる自動分析が重要である、と主張し、テキスト

マイニングによって文書データを分析する段取りをわかりやすく解説している。そし

                                                   
39 Tsumoto (2012), pp.86-88 
40 竹岡 (2016), 90-103 
41 Gupta (2009), pp.60-74 
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てテキストマイニング分析がもたらす種々の効用を取り上げているが、その中のひと

つに本研究のテーマでもある“Concept Linkage”が存在する。Gupta らはテキスト

マイニングをコンセプト間の関連性を分析することに用いることによって、例えば、

人間が気が付かないような、病気と処置方法との関連性を表出することができるとし、

大量の文書データから異なるトピック間の関連を調べることの可能性を示唆してい

る。 

脇森 (2013) 42 は、話題の変化を文書データで語られている単語の経時的な変化と

とらえ、単語の出現する頻度の増減から消費者トレンドの変化を検知する試みを行っ

た。さまざまな単語の出現件数を時間軸と共に記述し、出現頻度の変化の大きい単語

に着目すれば話題が変化したことを察知できるとしている。本文献ではトレンドが動

いたと判断するための単語出現の増減を検知する「感度基準」が議論されているが、

トレンドを代表する単語間の関係性までは問われていない。 

 

白井 (2009) 43 らは、文書データからトレンド情報を抽出のためには重要なキーワ

ードがあらかじめ抽出されていることが必要であるとし、キーワードの抽出方法を目

的に応じて選択することによってマイニング環境の整備を行っている。テキストの中

から名詞と認定された候補から専門用語を抽出する形態素解析による抽出手法、およ

び、特定の言い回しが頻繁に用いられるようなテキストや、特定のフォーマットが定

義されたテキストを対象にする場合に有効な、パターンマッチングによる抽出がある。

Okuwada (2007) 44 らはキーワード抽出において前出の形態素解析を用いて実施し、

さらにそれらを分野別特徴によって分類することによって、自由記述の文書データか

ら自動的に効率よく目的とする結果を収得する手法を示している。 

山本 (2009) 45 は、特許や論文の文書データにテキストマイニングを駆使すること

によって特定の技術分野に存在する単語を単語群としてグループ分けを行い、ひとつ

の図上にマップした。それぞれの単語群に出願年を明記することで年代ごとの単語群

をとらえているが、図の座標軸にはとくに意味はない。ある時代を代表する単語は明

らかになるが単語群と単語群との間の相関関係を表すものではなく、従って、単語群

                                                   
42 脇森 (2013), pp.28 
43 白井 (2009), pp.119-123 
44 Okuwada (2007), pp.1-4 
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を超えた単語と単語についても同様である。 

 

Tseng (2007) 46 らは、特許の出願文書が多くの重要な技術研究の成果を含んでい

ることに着目し、出願書類の記載事項をテキストマイニングによってマッピングする

手法を示した。出願書類の記載は構造化されたものであるから、それらの抽出ルール

を設定し自動的にデータ収集することによって分析を容易に実現することを目的と

した。特許のパターンや、特許同士の関連やトレンドを押さえることによって、特許

の重要度や影響度を把握できる。この他、Yoon (2003) 47 らのように，特許の出願文

書をテキストマイニングすることによって、特許のネットワーク化を行う手法を示し

たものもある。これらはそれぞれが用いているテキストマイニングのアプリケーショ

ンソフトウエアを、いかにして構造化された特許書類の記載内容に当てはめ有効な情

報を取り出すかという、メソドロジー（方法論）についての研究である。 

 

最後にソーシャルメディアの分析にテキストマイニングを生かした事例を紹介す

る。奥村 (2013) 48 は、近年急速に普及したソーシャルメディアからの情報を分析す

るとによって、情報を製品開発に有効に活用できると述べ、ソーシャルメディアを対

象として分析技術は重要な意味を持っている、と述べる。そしてとくに、2006 年に

開始された Twitter の分析技術について概説している。トレンド分析を行う手法とし

て、ある程度の規模のデータを利用することで、あるキーワードの出現頻度がどのよ

うに推移するかを測ることで、そのキーワードが「いつ」「どの程度」注目されてい

たのかが明らかになるとする。そして、Kleinberg (2003) 49 に従って、この手法で

キーワードの出現頻度の急激な増加を検知することで、流行の話題を追うことができ

ると主張している。 

佐藤・村上 (2016) 50 は、実際に Twitter 情報をテキストマイニングにより分析

することによって、災害支援活動を支援する「情報環境」を構築している。被災者の

                                                                                                                                                               
45 山本 (2009), pp.291-296 
46 Tseng (2007), pp.1216-1243 
47 Yoon (2003), pp.37-49 
48 奥村 (2013), pp.291  
49 Kleinberg (2003), pp.373 
50 佐藤・村上 (2016), pp.43, 講演資料 pp.12-21 
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Twitter からの情報をもとに、必要な支援物資や必要とされる場所を特定し、リアル

タイムに提供する仕組みである。 

また、荒巻ら(2012) 51 は、インフルエンザの流行の実体把握のために、Twitter

情報の分析を役立てている。彼らの論文では、単に特定のテキストの出現頻度だけで

は、発言と流行に時間的なズレが生じる恐れがあるため、実際のインフルエンザ患者

を対象として、Twitter 情報とその発信者との相関分析も導入することによって、分

析結果の精度向上が見込まれることも医療データを用いて示している。 

 

この他、Saito (2018) 52 は、ドイツ、中国、米国、日本の４カ国の新聞に掲載さ

れた IoT に関する記事をデータとして、各国の IoT についての取り組みの特徴を分析

している。このように、テキストマイニングを使って、キーワードから特徴を抽出す

る論文は多数存在する。 

 

2.2.32.2.32.2.32.2.3 まとめまとめまとめまとめ    

これらのデータによる分析をテーマとする先行文献を調査した結果から得られた

知見を、以下のようにまとめる。 

 

� 関係性を表すネットワークの移り変わりを時系列に追っていくことは、戦略的

な研究開発の意思決定に役立つような新技術の発見を容易にする。 

� 定量分析が政策研究の方法論として有効である。 

� 相関値を用いたソフトウエア分析は、大量の文書データから異なるトピック間

の関連を調べる可能性を有している。 

� テキストマイニングの手法は、人間が気付かないような関連性を表出すること

ができる。 

� テキストマイニングによって文書データからトレンド情報を取り出すためには、

重要なキーワードがあらかじめ抽出されていることが必要である。 

� 短期間で次々と発信される情報に対して頻度分析を行うことによって流行を捉

えることができるが、さらに相関分析を導入し対象データを絞り込むことによ

                                                   
51 荒巻・増川・森田 (2012), pp.420-432 
52 Saito (2018), PICMET18 Contents, pp.86 
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って分析の精度を向上させることが可能である。 

� しかしこれらの事例は、時系列を追った IT コンセプトの進化の形態までは見

出してはいない。 

 

以上のように本節では、データ分析手法を用いて各種の文書データやインターネッ

ト上の記事を分析している先行研究の調査を行って、テキストマイニング手法が物事

の関連性を調べるために有効な方法であることが明らかにされた。テキストマイニン

グ手法を用いることによって、ビッグデータと呼べる膨大なデータ量を分析対象とす

ることができ、さらに、従来は検出できなかった相関値に基づいた分析方法を導入す

ることが可能となる。また、本研究では、先行研究から学んだキーワード抽出手法を

参考にすることによって、適切なキーワードを用いたマイニング環境の整備を行うこ

とを採用している。本研究における、キーワード抽出によるマイニング環境の整備に

ついては、第３章で詳しく述べる。 

 

2.32.32.32.3 本研究の意義本研究の意義本研究の意義本研究の意義    

本章において、本研究のテーマに関連する先行文献をレビューすることによって、

これまでの研究の成果が明らかにされた。本節では、本研究が新たに貢献することは

何かという観点から、学術的意義、実務的意義を述べる。 

 

競争優位を確保するためには競争相手とは異なる価値が提供されている必要があ

るから、差別化戦略のひとつとして新しいコンセプトを使うことがある。新しいコン

セプトの名称は社会の変化や流行を意識して考案されるが、IT 業界のコンセプトの

特徴にはビジネスモデルの視点で変化を求める面が多分にある。このため、本質的な

ビジョンやアーキテクチャ、根本技術は共通である場合が多い。また、用語同士の関

係をネットワーク化して表すことによって発展トレンドを認識することが可能とな

り、その定量的な分析手法は R&D の意思決定戦略に役立つものである。しかしこれ

までは、コンセプト用語の推移を分析した事例もあるが、用語間の関係を示したもの、

あるいはコンセプト用語を時系列に列挙したものに留まっていた。 
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すなわち、コンセプトの推移を時間的に連続したものと捉えた上でどのように発展

して IT コンセプトが進化していったのかという、進化の過程を明らかにしたもので

はない。これまでにも競争優位を確保するために差別化戦略のひとつとして新しいコ

ンセプトを使うことがあったが、コンセプトの推移を時間的に連続したものとして捉

えるものではなかった。本研究では、コンセプトがどのように推移したのかを分析し

時間軸と共に提示することによって、IT コンセプトの進化の過程を明らかにしよう

とするところに、学術的意義があると考える。 

 

また、先行研究において用語の推移を登場頻度から定量的に分析を行った例は存在

するが、とくにテキストマイニングを用いることによって、膨大な量のデータを分析

対象とすることを可能にしている。藤垣・永田 (2000) 53 が提唱するように、文書に

ついての定量的アプローチを行うことは、コンセプトが実際にどう変化しているかを

分析すること、および、次のトレンド作りに応用することが可能となる。しかし従来

の手法では、扱うデータ量にも限界があるためコンセプト用語の登場頻度をもとに分

析を進めざるをえなかった。本研究ではこの定量的分析手法をさらに発展させ、時系

列を追った IT コンセプトの進化の分析にテキストマイニング手法を導入することに

よって、膨大な量の文書データから IT コンセプトの進化の形態を見出すことを試み

た。このようにコンセプト進化の分析において、次章で詳しく述べるソフトウエアの

アプリケーションに含まれる「ファセット分析」や「偏差分析」を利用することによ

って、多面的でより精度の高い定量的分析手法が有効であることを新たに提示するこ

とに、実務的意義があると考える。 

 

                                                   
53 藤垣・永田 (2000), pp.1-42 
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第第第第３３３３章章章章        

事例の分析事例の分析事例の分析事例の分析    
  

本章では、テキストマイニング手法を用いてコンセプト用語の推移をどのように分

析するのかを具体的に手順を追って説明する。テキストマイニングは通常のソフトウ

エアアプリケーションとは違って、データを投入しさえすれば誰でも必ず有効な結果

が得られる、という類の計算ツールではない。テキストマイニングの結果は、分析の

進め方や出力の解釈によって大きく異なってくる。 

 本論文では、テキストマイニングを有効に用いて大量の文書データから時間軸を伴

った知見を引き出す方法を提案し、単にキーワード間の関係性を求めるのではなく、

コンセプト用語が時間と共にどのように変化していくかを表出させる手法を示す。 

通常でもテキストマイニングのアプリケーションは、時間軸を伴った情報を提供でき

るが、用語間の関係性を示した上で、さらにその関係性が時間によって推移すること

を示すためには、その目的に適した方法が要求される。 

 

まず初めに、本研究の分析の対象となるデータを紹介する。次いで、それらの IT

雑誌の膨大な文書データを分析するための手法とテクニックを説明する。そして、今

回の事例研究について、実際にテキストマイニングを適用しながら分析を進めること

によって、出力結果を導くまでのプロセスを具体的に述べる。 

  

3.13.13.13.1 データ収集データ収集データ収集データ収集のののの手法手法手法手法    

テキストマイニングによる分析を行うにあたり分析の対象となるデータには、日経

BP 社 (Nikkei Business Publications, Inc.) の５つのメジャーな IT 情報誌を採用し、

それらの掲載記事を 2002 年から 2016 年までの 15 年間にわたり取り上げた。これは
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技術の進歩が速く事業内容の移り変わりが激しいという IT 業界の特徴を考慮すると、

コンセプト用語の推移を追う事例研究としては十分な期間であると判断する。日経

BP 社からはプロフェッショナル向けの IT 情報誌が数種類が発行されているが、とく

に企業向け IT ビジネスに関するもの、そしてある程度の長期間にわたって刊行され

ているもの、という観点で選択を行い、最終的に 表 3-1. に掲載する５誌を採用した。 

 

この他、現在も刊行されている日経 BP 社の IT 系雑誌には「日経パソコン」、「日

経エレクトロニクス」があるが、前者は個人ユーザーのためのパソコンやスマホ、タ

ブレットなどの使い方や便利なテクニックのための情報が中心であり、後者は要素技

術や部品技術に特化しているものである。このため、IT ビジネスに焦点を当てるこ

とが目的の本研究の特色を考慮して、それらは対象から外すものとする。また、IT

プロフェッショナル向けには「日経ソリューションビジネス」「日経バイト」「日経

Windows プロ」「日経 IT プロフェッショナル」などの雑誌もあるが、いずれも発刊

された期間が短く、現在はすでに休刊されているため、本研究の対象データから外し

た。最終的に採用した各雑誌の編集方針と全体の記事数は、以下のとおりである。 

 

 

表 3-1．分析対象とするデータ 
雑誌名 編集方針54 記事数 対象期間 

日経コンピ

ュータ 
「ビジネスを推進する IT」の企画・開発・

活用に欠かせない情報を、実例を中心に分

かりやすく伝える情報誌です。「IT を活

かした投資対効果の高い意思決定」や、

「IT を事業の成長に結びつける戦略立

案」に役立つ情報をタイムリーにお届けし

ます。 

17,476
本 

2002.1~2016.12 
Every two weeks 

日経コミュ

ニケーショ

ン 

通信事業者、通信機器ベンダー、ネットワ

ークを構築する NI/SI、そしてユーザー企

業のネットワーク担当部門にいるプロフ

ェッショナルの皆様に向けて、新たなビジ

ネスモデルを目指すために必要な情報を

お届けしています。 

11,156
本 

2010.4~2016.12 
Monthly 
 
2002.1~2010.3 
Every two weeks 

                                                   
54 編集方針：日経 BP 社 HP より引用 https://www.nikkeibp.co.jp/ 
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日経

NETWORK 
ネットワーク技術について、基礎から実

践・応用までをカバー。ネットワークの知

識を体系的に習得するのに最適です。トラ

ブルやネットワーク構築の事例も数多く

取り上げ、経験者しか分からないノウハウ

を公開します。 

5,135
本 

2002.1~2016.12 
Monthly 

日経

SYSTEMS 
挑戦する IT エンジニアのための実践情報

誌です。今、必要となる力は、「エンジニ

アリング＆マネジメント」「テクノロジ

ー」「ヒューマンスキル」の 3 つに集約さ

れます。これらのスキルをバランスよく取

得できるような誌面作りを心がけていま

す。 

7,433
本 

2002.1~2016.12 
Monthly 

日経情報ス

トラテジー 
経営改革や業務革新を、IT の活用によっ

ていかにして実現するのか。各企業の挑戦

を、具体的な事例を通じて分かりやすく解

説しています。 

7,198
本 

2002.1~2016.12 
Monthly 

 

2002 年以降に刊行されたすべての記事は電子化され、日経 BP 社の「IT xTECH55」

というホームページ上に掲載されており、図 3-1. の例のようにコンピュータ画面か

ら閲覧することが可能となっている。各雑誌の記事を検索し、記事内容をダウンロー

ドすることができる。本研究で対象とするデータは５誌合計で 48,398 本であり、こ

れはテキストマイニングで有意な分析を行うのに十分大きい数である。 

通常、ニュース記事の構成は、長く政治ジャーナリストとして活躍する高田 (2015) 

56 が解説するように、冒頭にリード文と呼ばれる記事の概要を掴み易くするための本

文のサマリー（要約）がある。本研究では、記事のアブストラクト部分、またはアブ

ストラクトを持たない記事の場合は冒頭の 500 文字までを対象データとした。記事は

冒頭２段落を費やして概要を掴み易くするための本文サマリー（要約）が記されてお

り、それが約 500 文字にあたる。このため、アブストラクト、もしくは冒頭 500 文

字の部分を分析することで十分と判断する。もしも記事の末端まで含めるとすると、

他のトピックや参考文献情報などがノイズとして入り込むため、かえって混乱を招く

                                                   
55 IT Pro Premium は 2017 年に終了。現在は、新デジタルメディア「日経 xTECH」として同様のサ

ービスを行っている。 
56 高田 (2015), pp.19 
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恐れがある。 

また、この後の分析手順の説明の中で詳しく述べるが、テキストマイニングを進め

るためには、前章において「マイニング環境の整備」として紹介した、何について集

計するかを抽出するための「辞書」と呼ばれる分析用頻出単語リストを作成する作業

が必要である。先に示した IT 雑誌の中でも日経コンピュータは、「企業情報システム

やネットワークに携わる IT プロフェッショナルはもちろん、IT を経営に活用するた

めの判断に迫られる経営者まで、情報技術にかかわるプロフェッショナルに向けた総

合情報誌」であり、ニュースだけでなく、詳細な解説、コラムやインターネットの双

方向性を活用したコンテンツを提供するものである。従って、IT 業界のトレンドを

広く探るという本研究の目的に最も合致した内容であるため、分析用頻出単語リスト

を作成する際に利用することとした。具体的な作成方法については、3.4 節で詳しく

述べる。 
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図 3-1.「日経 xTECH」の画面イメージ（上：ホームページ、下：検索例） 
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3.23.23.23.2 テキストマイニング手法テキストマイニング手法テキストマイニング手法テキストマイニング手法    

テキストマイニングとは、那須川 (2006) 57 によると、「分析者が知りたい内容に

関する表現を含むテキストデータを分析対象とし、そのテキストデータに関連付けら

れた様々な情報の傾向や特徴、および相関を通じて、分析者にとって何らかの役に立

つ知見を抽出する分析手法」である。本研究では、テキストマイニングのアプリケー

ションソフトウエアとして、IBM WCA (Watson Content Analytics) を採用した。詳

しい仕様はマニュアル58 に記されているが、WCAはビッグデータに対応し、数億件、

ペタバイト級の情報の処理が可能である。インターネット上の書き込みや文書などの

非構造化データから必要な情報を収集、分類し、分析までを一貫して行うことのでき

るソフトウエア製品である。 

 

ただし近年、IT 業界に新たにデータサイエンティストという職業が登場したよう

に、テキストマイニングによって有効な結果を導き出すためには、その手法を使いこ

なす人間の技量も重要な要素である。この技量が無ければ、テキストマイニングを駆

使してビッグデータと呼ばれるような膨大な文書データを分析しても、意義ある結論

を導くことはできない。本研究ではこの点を解決すべく、WCA の開発者である那須

川の提唱する「那須川メソッド」に従って 図 3-2. のように分析を進めることとした。

那須川メソッドとは、那須川らが多くの分析プロジェクトの経験から得た知見を基に、

テキストマイニングによって何らかの有効な結果を得るための技法を３つのステッ

プとしてまとめたものである。 

ステップ１では「データの全体像を理解する」ことを目的とし、個々のデータの把

握、多様な観点からの内容分布確認、時系列分布の確認など、WCA が有する種々の

表示形式を試しながらデータが有する特徴を把握するのである。ステップ２では、

「偏りや変化を発見する」ことを目的とし、「相関分析」による内容的な偏りの検出、

「偏差分析」による時期的な偏りの検出、「トレンド分析」による変化の検出などを

行う。この段階で注目すべきものがあれば、対象データをさらに絞り込んで明らかな

特徴をつかむのである。ステップ３では、ステップ２で明らかにしたデータの特徴に

                                                   
57 那須川 (2006), pp.9 
58 正式名称は、IBM (2008) “Introducing OmniFind Analytics Edition” である。 
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ついて「活用シナリオを検討」し、ビッグデータからの発見事項が何かの目的のため

に使える、というストーリを想定する。 

こうすることによって、例えば、製品の顧客から集めた膨大な故障記録や苦情デー

タから偏りや変化を検出することによって、事前に技術的な問題を発見することがで

きる。わかりやすい例では、自動車業界などで発売初期の車種のデータを分析するこ

とによってそのモデルの故障モードの傾向を見出し、不安箇所を特定し、早期の段階

でリコールを出すことによって、市場にある潜在的な問題を積極的に解決し、本来は

必要であったはずの将来の損失を未然に防ぐことを可能とする、というものがある。

以上が那須川メソッドの概要である。 

 

図 3-2. 「那須川メソッド」フローチャート（那須川の文献を基に筆者が作成した） 

 

 次に、WCA アプリケーションが有する分析結果の出力表示形式を 図 3-3. に示す。

これらは最終結果を示すためのものであるが、ステップ１、ステップ２で特徴を把握

するためにも使うものである。個々の形式については IBM Content Analytics with 

Enterprise Search 59 に詳しく記載されているが、本研究ではステップ１、ステップ

２と進める際に、主に「文書一覧」「ファセット分析」「偏差分析」「コネクション分

析」を用いて観察することによって記事の特徴をつかめることが分かった。これらの

各表示形式については、ステップ１、２、３と進める実際の分析過程で詳しく述べる。 

                                                   
59 IBM Content Analytics (ICA) has been renamed to IBM Watson Content Analytics (WCA) 
since 2015. 



39 
 

 

図 3.3．WCA 出力表示形式（★印の出力形式を使用） 
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3.33.33.33.3 相関の定義相関の定義相関の定義相関の定義    

相関値の算出方法は WCA の RedBooks 60 によると次のようになる。相関値は 2

つの文書集合 A、B に対して以下のように定義される。ここで D は全文書集合、#は

文書集合中の文書数を表す。左辺も右辺も値は同じになる。  

 

                                                

 

例えば、２つの文書集合 A、B が 

 

  A= {「商品」カテゴリのキーワード「パソコン」に該当する文書}  

   B= {「名詞...要望」カテゴリのキーワード「マニュアル…入手する…たい」に該 

当する文書}  

 

であったとすると、上記の式の左辺は 

 

   

 

に相当する。この集合を図示すると、図 3-4. のようになる。 例として、マニュアル

入手に関する文書は全文書中の５％、一方で、パソコンに関する文書に限るとマニュ

アル入手に関する文書が２０％の場合、「パソコン」 と「マニュアル…入手する…た

い」は相関値が４であり、両者の間には何らかの相関があることが認められる。 

 

                                                   
60 http://www.redbooks.ibm.com/abstracts/sg247568.html  
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図 3-4.  WCA 相関値のしくみ 

 

また，上記の式の右辺は、A と B の密度の掛け算 (#A／#D) (#B／#D) と実際の

(A∩B) の密度 #(A∩B)／#D の比で、「A と B の独立性からの逸脱」を表しているか

ら、右辺の式の方が直感的と言える。 

 

単純に言うと上記のような考え方であるが、実際の WCA では信頼性の無い値は小

さめに補正するなど、区間推定法61を用いた補正をおこなっている。 

 

3.43.43.43.4 分析と結果分析と結果分析と結果分析と結果    

前節で説明したテキストマイニングの手法を使って、2002 年 1 月～2016 年 12 月

までの 15 年間のすべての対象となる記事、48,398 本を実際に分析する手順とその結

果について説明する。 

 

                                                   
61 区間推定法は、「文書が無限にある場合の真の相関値αを未知数とした際、一定確率以下の偶

然を除いて、現状の相関値を実現し得る最小のα」を算出するものである。 
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3.4.13.4.13.4.13.4.1            ステップ１ステップ１ステップ１ステップ１    

ここでは、「データの全体像を把握し、辞書を作成する」ことを目的とする。テキ

ストマイニングを行うためには、何について集計するかを抽出するための「辞書」と

呼ばれる分析用頻出単語リストを作成する必要がある。 

分析用頻出単語は対象とする母集団テキストから自動抽出する方法もあるが、図

3-3.で示した「ファセット分析」「偏差分析」「文書一覧」などを用いて個々のデータ

をひととおり把握した結果、頻繁に登場する「部長」「会議」・・などの一般的なビジ

ネス用語もキーワードとして集計されてしまうことが分かった。このため本研究では、

手動でキーワードとなるコンセプト用語を辞書登録することによって分析用頻出単

語リストを設定することが適当である。 

 

本研究ではこの設定を行うにあたり、日経コンピュータに毎号必ず設けられている

用語解説のための１ページの記事に着目した。日経コンピュータは情報技術にかかわ

るプロフェッショナルに向けた総合情報誌であり、ニュースだけでなく詳細な解説や

コラムを提供している。長年にわたって記事の構成にもほとんど変わりがないので定

点観測に適しており、毎号その時代のトレンドとなる用語を取り上げている。用語解

説のための記事のページタイトルは、「今さら聞けない IT キーワード」「知っておき

たいキーワード」など時代によって変遷はあるが、その時々で押さえておくべきキー

ワードを取り上げていることには変わりない。日経コンピュータは情報システムとネ

ットワークの総合誌であるから、そこで取り上げられたキーワードには辞書登録すべ

きコンセプト用語はひと通り含まれていると考える。なぜなら、このページのキーワ

ードの選定基準は、（１）技術用語としてきちんと説明しておく必要があるもの、（２）

技術トレンドとして押さえておくべきもの、（３）いま、世の中で大事な言葉として

提案するもの、であると定義されており、本研究の分析を行うためには十分であると

判断する。 

本研究では、2002 年から 2016 年に取り上げられた 425 語すべての「キーワード」

に加え、この間の日経コンピュータの特集ページ上で取り上げられたコンセプト用語

を付け加えた。これら合計 503 語について、同類の用語、例えば「クラウド」と「Cloud」

や、データセンターやフレームワークなど複数回にわたって「キーワード」のページ

に登場したものを名寄せして、最終的に合計 332 語を WCA に検索キーワードとして
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辞書登録した。次ページの 表 3-2. にそのリストを掲載する。ここで、登録の際には

代表して英語表記を採用したが、日本語表記も可能である。 

 

最後に、こうして完成した辞書をもとに、再度、「ファセット分析」、「偏差分析」

などの表示形式を確認しながらクラウド事例についての全体像を把握した。図 3-5. 

で示すように、「文書一覧」では全部で 48,398 本の記事のなかから、辞書登録を行っ

たキーワードとなるコンセプト用語を含む記事を表出することができる。ひとつの記

事の中に同じコンセプト用語が複数回登場するものも多くあるが、この場合の WCA

上のカウント数は１件となる。実際には、全 332 語のキーワードすべてについて同様

に「文書一覧」の出力結果を画面で確認することができる。 

 

ステップ１の出力結果は、上記の手法にて辞書登録を完成させたことであり、これ

によって次節で述べるステップ２のための準備が完了した。 



44 
 

表 3-2.  分析用辞書登録リスト (合計 332words) 
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図 3-5． 「文書一覧」の出力例（クラウドと SaaS が同時に含まれた記事） 
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3.4.23.4.23.4.23.4.2         ステップ２ステップ２ステップ２ステップ２    

次に「偏りや変化を発見する」ことを目的に、「ファセット分析」「偏差分析」を用

いて全体の分析を行う。ここでは相互に強い関連を示した SaaS とクラウドコンピュ

ーティングの２つのコンセプト用語を事例に用いて、分析の進め方を具体的に説明し、

最後にステップ２の結論を述べる。また、図 3-3. で紹介している「ファセット分析」

と「偏差分析」の出力形式についての説明も本節で行う。 

 

「ファセット分析」は、出現件数により計算される「絶対頻度」に加え、文字列同

士の関連性の強さで分析する「相対頻度分析」の２種類の出力情報を提供する。絶対

頻度は、分析の対象となる文書データ上に、辞書登録した各コンセプト用語が何回登

場するかという回数の統計を取ったものである。相対頻度分析は、関連性の強さを数

値化した「相関値」を用いている。相関値の高い順番に並べ替えることによって、「あ

る条件下で、特定のキーワードが他のキーワードに比べて特徴的である」という情報

が表出し、分析者が気づいていない関連性の知見が得られる。従って「ファセット分

析」を用いてある特定のコンセプト用語について分析を行うと、他のコンセプト用語

が同時に出現している頻度、および、特定のコンセプト用語と他のコンセプト用語と

の間の相関の強さを見ることができる。絶対頻度、もしくは相関値のどちらか一方を

基準にそれぞれ昇順、降順の全４通りで出力形式を選択することが可能である。ここ

では辞書登録したキーワードとなるコンセプト用語について日本語表記を選択し、表

示を拡大するため特定期間について出力した画面を用いて説明する。 

 

図 3-6. は SaaS というコンセプトについて、各コンセプトとの相関の強さを相関

値を基準にして降順で表示させたものである。IT 雑誌の記事上では、SaaS はクラウ

ドコンピューティングと共に書かれている頻度が圧倒的に多いが、相関という観点で

は実は PaaS、IaaS というコンセプト用語とより強い相関を持っていたことがわか

る。同様に図 3-7. は、クラウドコンピューティングというコンセプト用語について、

各コンセプトとの相関の強さを示したものである。クラウドは、X クラウドという同

類のコンセプト用語の他に SaaS、PaaS、IaaS との相関も強くあるが、登場頻度の

低いビッグデータ、BYOD (Bring Your Own Device)、Facebook などのキーワード

とも強い相関を持つことが分かる。 
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図 3-6．ファセット分析（SaaS） 

 

 
図 3-7.  ファセット分析（クラウドコンピューティング） 
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次に、「偏差分析」の出力形式を用いて分析を行った。WCA の出力表示形式のひと

つである「偏差分析」は、各コンセプト用語について年度ごとに出現頻度を集計し、

同時に出力頻度の標準偏差を計算し、とくに急増しているポイントを抽出するもので

ある。それぞれのコンセプトが登場した年代を横軸目盛で、頻度を縦軸目盛で読み取

ることができる。「偏差分析」についても、同じく SaaS とクラウドコンピューティ

ングを中心に、先の「ファセット分析」で相関の高かったコンセプトについての事例

で分析の進め方を具体的に説明する。 

 

SaaS についての「偏差分析」を、「ファセット分析」で SaaS と相関が深いことが

示された PaaS、IaaS と共に表示させたものが 図 3-8. である。時系列では SaaS、

PaaS、IaaS が数年を要して、順次、登場したことが分かる。クラウドについても同

様に、関連キーワードと共に「偏差分析」を表示させたものが 図 3-9. である。偏差

分析は各々のコンセプト用語について独立事象として出力するものであるから、図

3-8.、図 3-9.、図 3-10. は、単純にそれぞれ相関の高い３つのコンセプト用語を選択

し、それらの出力結果を並べて表示したものである。 

 

 本研究の合計 332 語について同様に、まず「ファセット分析」（頻度と相関）で

相関が高いコンセプト用語を把握し、次にそれについて「偏差分析」（時系列偏差）

の結果の比較を行うことによって、ステップ２の目的である「偏りや変化を発見する」

作業を行ない関係性の抽出を行った。これによって、ステップ１で抽出されたキーワ

ードとなるコンセプト用語は、一時期に同時に現れたのではなく数年の時間を要して

おり、その間に時系列に関係構築されながら、ひとつひとつが出現していったと理解

することができる。 

もちろん IT 雑誌の記事に取り上げられるコンセプト用語が、時代と共に出現し、

消えていくことは明らかである。しかし、それらのコンセプトが前後でどのように関

係しているかは、記事を読んでいるだけでは理解することはできない。 
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図 3-8．偏差分析 （SaaS） 

 

 

図 3-9.  偏差分析（クラウドコンピューティング） 

    

 

図 3-10.  偏差分析（グリッドコンピューティング） 
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  ステップ２の結論として、相関が高いコンセプト間を結ぶことによって、キーワ

ードとなるコンセプト用語の時間的な変遷が分かる図式として表出させることを考

案した。「ファセット分析」からコンセプト用語間の相関値が求められ、「偏差分析」

からはコンセプト用語が急激に普及し始めたタイミングを読み取ることができる。そ

こで最終的な分析結果には、図 3-3. の WCA の出力形式のひとつである「コネクシ

ョン分析」をベースに用いることとした。 

この「コネクション分析」にさらに、「偏差分析」で得られる時系列の要素を付加

するのである。「コネクション分析」の出力画面の横軸を時間軸として利用し、それ

ぞれのコンセプト用語が普及し始めた年度に移動調整することによって、ステップ３

で述べるような本研究が求める結果が見えてくると考える。 

 

 

3.4.33.4.33.4.33.4.3     ステップ３ステップ３ステップ３ステップ３    

ステップ３では、ステップ１、２で把握したコンセプト用語の関係性から、最終的

な出力メージとしてキーワードとなるコンセプト間の相関の強さを時系列でマップ

したものを採用し、表出された結果を基に進化プロセスの確認に到るまでの「活用シ

ナリオ検討」を行う。 

 

WCA の出力表示形式のひとつである「コネクション分析」は、抽出した分析用頻

出単語間の関係性をわかりやすく示すものであり、「ファセット分析」によって得ら

れる頻度と相関値をもとに自動生成される。コンセプト用語同士は相関の高さに応じ

て線で結ばれ、各用語の楕円の大きさはそのコンセプト用語が登場した頻度を表す。 

この「コネクション分析」で自動生成された出力結果に「偏差分析」から得られる

時間軸の要素を加えることにより、コンセプト間の相関の強さをマップすることがで

きる。この出力結果を使って、例えば 図 3-11. 上の矢印が示すように、相関が強い

コンセプト用語を時系列に追っていくことにより、時代と共に注目されたキーワード

となるコンセプト用語の推移を読み取ることができる。下端の目盛りは年代の目安で

あるが、上下方向の位置関係にはとくに意味はない。 

 



51 
 

ここで、「用語が普及し始めた年度」については、基本的には「偏差分析」出力表

示において有意な偏差であると示される最初の年度を適用する。「偏差分析」の出力

で、グラフがグレー色から最初に黄色、オレンジ、もしくは赤色に変わるポイントで

ある。例えば 図 3.19 によると、SaaS 2006 年、PaaS 2008 年、IaaS 2010 年、図

3-20 によると、Cloud Computing 2008 年、Public Cloud 2010 年、Private Cloud 

2010 年ということになる。しかしながら「コネクション分析」は、同年代に多くの

用語が図上に出現するような場合や、次年度にさらに急激な増加が見られる場合など

は、若干左右に位置がずれてプロットされることがある。従って、先に述べたように

横軸の目盛りはあくまでも大まかな目安として捉えるものであり、正確な位置関係は

「偏差分析」の登場年度によって測るものとする。 

 

 

 

 

図 3-11. 出力イメージ (「コネクション分析」の横軸に時系列を採用したもの) 

    

相関値が 1.0 よりも高い場合は相関あり、1.0 以下が特に相関なし、ということに

なる。図中の矢印は、コンセプト用語の相関について時系列の方向を示したものであ

る。矢印に従って相関が強いコンセプト用語を追っていくことにより、時代と共に注

相関値 ≦ 1.0 ：相関はなし 

相関値 > 1.0  ：相関がある 
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目されたキーワードとなるコンセプトの推移を時系列に見ることができる。 

この手法を用いて、実際に全 48,398 本の記事データを対象にしてテキストマイニ

ングを適用し、ステップ１で辞書登録したコンセプト用語について「コネクション分

析」を行った出力結果が 図 3-12. である。図 3-13. から 図 3-16. に部分的に拡大し

たものを掲載する。コンセプト用語は時系列に従って左から右にプロットされる（横

軸はそのキーワードがピークを迎えた年度の目安を示したもの）。図中、相関値が 2.0

～4.0、4.1～6.0、6.1～15.0、15.1 以上、がそれぞれ、yellow, orange, pink, red で示

されている。図上にコンセプト用語が 332 語もプロットされていないのは、以下のも

のが表出されないためである。 

 

（１）極端に登場頻度の少ないコンセプト（対象期間を通じて５回以下のもの） 

（２）他のコンセプトと相関が無いコンセプト（他の用語と繋がらない用語） 

（３）長年にわたり幾つものキーワードと強い相関を持つキーワード 

例えば、「Virtualisation : 仮想化」は 2006 年ごろに現れ、2012 年になっても

多くの技術やサービスの基本となるものであるから多くのコンセプト用語と

繋がってしまい、全体の推移のようすを見えづらくする要因となる。   

 

技術的な推移を追うケースではこれらも重要な情報であるが、キーワードとなるコ

ンセプトの推移を追うことによってコンセプトの進化を捉える目的としては、これら

を表示しないことが適当と考える。第１章で述べたように、本研究の特徴は技術的な

成長過程を追うものではなく、進化パターンを抽出するための手がかりとなるコンセ

プト用語を追うことによって、IT 業界のコンセプトの変化を客観的に捉えることであ

る。
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相関値色別62 黄色：2.2～4.0，オレンジ：4.1～6.0，ピンク：6.1～15.0，赤：15.1～ 

 

図 3-12.  出力結果 (図 3-13.から図 3-16.に拡大) 

                                                   
62 図中の各線には相関値が併記されているが、画面の解像度の関係上、相関値色別の値を目安とする

ことで対応する。 
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図 3-13.  左上拡大 
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図 3-14.  右上拡大 
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図 3-15.  左下拡大 
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図 3-16.  右下拡大 
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これらの出力結果をもとに、さらに本研究が注目したい事例に特化して簡素化した

ものが 図 3-17. であり、フォーカスしたい部分のみを抽出したもの 図 3-18. である。

グリッドコンピューティングから SaaS、クラウドコンピューティングまでの推移を

中心に、それに付随するキーワードの発生と共に抽出したものを時系列に見ることが

できる。 

 

この流れを、先に述べた 図 3-8.、図 3-9.、 図 3-10. と照らし合わせて観察すると、

まずグリッドコンピューティングと同時代にはハードウエアやソフトウエアの技術

を表すキーワードや製品が多く登場している。その後、2006 年に SaaS が登場する

と、そのあとには PaaS、IaaS が現れ、それらがクラウドコンピューティングに繋が

りさらに発展したあとで、今度はエンタープライズクラウド、プライベートクラウド、

パブリッククラウドという、技術を直接表すものではないコンセプト用語が現れてい

る。そしてこれらのグリッドからクラウドに到るコンピューティングの流れは、2012

年の段階で BYOD やビッグデータへと高い相関をもって繋がっている。 

また、グリッドからクラウドへの推移と並行して、下方にはソーシャルネットワー

クに関するコンセプト用語の推移が存在していることが分かる。例えば、Twitter や

blog、Facebook などの用語は、出力データとしても、その利用可能性や利用価値が

論じられる。同じく、スマートフォンやスマートウォッチなどのモバイルコンピュー

タは、もはや従来のデバイスとしてではなく、SNS によってデータを出力するもの

であるという認識もされており、このソーシャルネットワークの流れが BYOD やビ

ッグデータという新たなキーワードに繋がっている。 

そして、BYOD やビッグデータもまた、IoT や AI という次世代のキーワードへと

変化を遂げている。ビッグデータは、データサイエンティストや BI (Business 

Intelligence)、M2M (Machine to Machine) などというコンセプト用語と結びつき、

2014 年には IoT に推移し、翌年には “X of things” や “Internet of X” も登場する。

その後、2016 年には IT 業界のコンセプト用語のトレンドは AI に移り変わり、AI を

用いたマシーンやロボティクスに関する用語が現れている。AI という言葉は新規の

ものではないが、現在は第三次 AI ブームと呼ばれている。 
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図 3-17.  簡素化バージョン 
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図 3-18. 抽象化バージョン 

 

Computing はグリッドコンピューティング、SaaS、クラウドコンピューティング

へと、集合、展開、特化を経て進化しているが、背景には SNS の進化が存在する。

両者の流れが BYOD で合体し、ビッグデータに至っている。クラウドのインフラが

当たり前になることで、それまでオフィスにしかなかった端末を個人が持ち出すこと

が可能となり、一気にデータ量が増大したのである。すなわち、特化に至ったコンセ

プトと、その背景となる技術とが融合する現象が、次サイクルの出発点である「集合」

に至った Driving Factor であると考える。 

 

3.4.43.4.43.4.43.4.4     コンセプト進化の形態コンセプト進化の形態コンセプト進化の形態コンセプト進化の形態    

本節ではステップ３の続きとして、さらに「活用シナリオの検討」を進める。前節

で得られた分析結果をもとに、IT コンセプトついて、IT ビジネスのサービスの観点

から進化のようすを次のようにまとめる。 

 

2002 年から 2005 年にかけては、サービスの構成要素となるコンセプトがそれぞれ

相関を持ちながら頻繁に記事の中に登場している。技術コンセプトであるグリッドコ

ンピューティングは、Web サービス、ASP (Application Service Provider）と強い相

関を示す。後段の SaaS やクラウドが、「XaaS」、「X クラウド」などと用語の変形を

取りながら推移していったのに比べて、グリッドの時代には関連するソフトウエアや

ハードウエアの技術コンセプトや製品名が多く登場している。とくに WEB サービス
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と ASP は、グリッドコンピューティングと一体になると、将来の SaaS の前身とも

いえるサービスを形成する。すなわち、それぞれがサービスの一要素となる。従って、

この段階を、サービスの構成要素となるコンセプトの集合段階の形態であると位置づ

ける。 

2007 年ごろからは、SaaS に追随する形で PaaS、IaaS が登場している。サーバの

世界では上位層とされるアプリケーションレイヤーに位置する SaaS に対して、PaaS

と IaaS は中間層のミドルウエア、下位層のインフラにそれぞれ対応する造語である。

PaaS と IaaS は、図 3-19.で示すように時系列で並べ比較することによって、SaaS

に続いて現れた概念であることが分かる。従って、これを先に述べたサーバの技術的

な階層構造に関連づけて解釈すると、この段階のコンセプトは中間層と下位層の概念

部分を補完するために新たなコンセプト用語を創出して当てはめていると解釈され

る。すなわちコンセプトは垂直方向に補完するための発展を遂げたと言える。 

 

 

図 3-19.  偏差分析 2002-2016  (SaaS, PaaS, IaaS) 

 

2010 年ごろになるとコンセプトはクラウドコンピューティングに発展するが、こ

れに対して相関の強いキーワードとして現れるものはプライベートクラウドとパブ

リッククラウドであり、それらの出現の時系列は 図 3-20. に示される。この他にも

IT 雑誌の記事上には「X クラウド」という、クラウドコンピューティングを細分化す
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るための用語が出現しているのが散見される。例えば、官公庁向けの自治体クラウド、

病院向けの医療クラウドなど、それぞれの業界に特化したクラウドシステムの用語が

出現しており、いわゆるカスタマイズが起こるのである。SaaS に見られたような技

術レイヤーの面での発展は起こっていないため、この段階のキーワードは水平的発展

を遂げていると言える。 

 

図 3-20.  偏差分析 2002-2016 (クラウドコンピューティング) 

 

図 3-21.  偏差分析 2002-2016（ビッグデータ、IoT、AI） 
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 要するにクラウドに到るまでのコンセプトの発展事例では、まず、グリッドを中

心としたサービスの構成要素となるコンセプトがキーワードとして登場する段階が

ある。次に、それらの構成要素の集まりをひとつの核として、SaaS というコンセプ

ト用語に進化し、さらに SaaS を補完するように、技術面で異なる層のコンセプトの

ラインナップが登場する段階がある。最後にこのラインナップの塊をひとつの核とし

て、クラウドコンピューティングというコンセプト用語に進化する。クラウドから先

は、それぞれのケースや業界に合わせた特化が起こる段階となる。これによってコン

セプトは細分化し成熟する。クラウドが何かということをもはや論じる必要がなく、

大きな概念が定着したといえよう。 

さらにその後、図 3-21. のようにビッグデータ、IoT, AI と続いていくのであるが、

平行して支えている技術やサービスが、ソーシャルメディアによって、人間が介在し

て創造されるデータから、機械が作り出すデータに交替している。これは、クラウド

コンピューティングが特化した後に、ビッグデータを始点として再び同様のコンセプ

トの進化パターンが始まったことを示唆する。 

ビッグデータは、その名のとおり大量のデータを扱うための M2M やデータサイエ

ンティストというコンセプト用語と共に「集合段階」(Aggregation Phase) と言える。

IoT は、SaaS の後に “XaaS” という変形用語が続いたように“X of things” や 

“Internet of X” と、変形しながら新しいコンセプト用語を作り出している。ただし、

SaaS はサーバーの技術レイヤーを補完しながら垂直方向に発展したが、IoT ではも

はやそのような技術レイヤーへのこだわりはない。従って、SaaS に見られた「補完」

の現象も包括する意味で、このコンセプト用語の変化の段階を「展開段階」とする。

水野・赤尾 (1978) 63 は、顧客に満足が得られる設計品質を設定し、その設計の意図

を製造工程までに展開することを目的として体系化された QFD（Quality Function 

Deployment： 品質機能展開）という設計プローチ手法を提示している。本研究は設

計品質をテーマにしたものではないが、コンセプトの進化の次段階で必要となるすべ

ての領域や工程に至る領域にコンセプト用語が広がっている段階であることから、

QFD の表現方法に習いこれを「展開段階」 (Deployment Phase) と呼ぶこととする。 

最後に AI は、クラウドがさまざまな用途に特化していったのと同様に、医療 AI、 

                                                   
63 水野・赤尾 (1978), Chap.4.2 
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教育 AI などの用途別に用いられていることから、「特化段階」(Specialization Phase) 

にあたるものと予想される。 

 

従って、コンセプト用語の進化は集合、展開を経てクラウドまで推移し、顧客の用

途に応じて特化したことによって一旦終焉し、その後再び、ビッグデータを始点とし

て集合、展開、特化のサイクルを繰り返していると言えよう。ここでもうひとつ注目

すべきは、テキストマイニングを用いた分析の結果として、その進化の背景には、も

うひとつのコンセプト用語の推移が存在することが表出していることである。図 3-18. 

が示すように、クラウドまでのコンセプト用語の進化の背景には、人間が主体となっ

て情報を発信する Twitter や Facebook、そしてそれらに用いられるモバイルデバイ

スなどの用語が存在しており、一方、ビッグデータ以降のコンセプト用語の進化につ

いては、機械が主体となって情報を発信する機械学習や人工知能、ロボット工学など

の用語が並行して存在している。以降、前者の人間主体の背景を Human oriented、

後者の機械主体の背景を Machine oriented と名付けて分類する。従って、ここまで

のコンセプト進化には、 第一サイクルと第二サイクルが存在すると言える。 
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第４章第４章第４章第４章            

モデルの提唱モデルの提唱モデルの提唱モデルの提唱    

    

4.14.14.14.1 発見事項のまとめ発見事項のまとめ発見事項のまとめ発見事項のまとめ    

前章の分析の結果により、発見事項を以下のようにまとめる。 

 

� クラウドに到るまでのコンセプトの進化には、３つの段階と３つの形態が確

認された。 

図 4-1.に示すように、まず、サービス事業の構成要素が「集合」する形態が

ある。グリッドという技術であったり、WEB サービスという事業形態や ASP

という主体であったりという、サービス事業を構成するために必要な要素が

コンセプトとして登場し、それらが「集合」することによってひとつのサー

ビス事業が形成される。次にそれらの集合をひとつの単位として、さらにひ

とつの新しいコンセプトである SaaS に進化している。そして他の領域にお

いて同類のコンセプト用語を「展開」する。最後に、それらのコンセプトを

ひとつの単位としてクラウドという新しいコンセプトが登場するのだが、そ

の進化の形はこれまでと異なり、サービスを提供するユーザー分野に応じて、

あるいはユーザーの業界別に細分化した、「特化」となる。すなわち、集合、

展開、特化の３段階と３形態が確認された。 
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図 4-1. コンセプト進化の形態（クラウド事例） 

 

� コンセプト進化は続いているが、その背景は変化している。  

クラウドに至るまでのコンセプト進化と平行して、モバイルの発展を背景とす

るコンセプト進化が見られる。モバイルを通じてデータを集めており、BYOD

を経て、ビッグデータという用語に相関を持つまでに至る。ビッグデータ以降

は、コンセプト進化と平行して、マシーン処理に関するコンセプト用語の推移

が見られる。すなわち、クラウドに至るまでとその後では、コンセプト進化の

背景が人的要因のものから、機械的要因によるものへと移行している。 

� ビッグデータを始点として、再びコンセプト進化が繰り返えされている。 

クラウドが特化に至ったところで、コンセプト進化は一旦完了する。図 4-2.で

表すように、ビッグデータはその周辺に同時期に登場するデータサイエンティ

ストや BI (Business Intelligence) などのコンセプト用語と一緒に集合段階

にある。次段階では IoT に続いて、その応用のような “Internet of X” や“X of 

things”などが出現しているので、展開段階と言える。Internet of Things は単

純にその状態を表している用語であり、“Software as a Service”という状態を
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表す SaaS と同類のものとみなすことができる。そして、Platform as a Service, 

Infrastructure as a Service など、用語の一部を入れ替えることによって用途

の幅を広げている点も同様である。その後は IoT に替わって AI がトレンド用

語となり、今日では多くの業界で導入され特化している。例えば “シェフ AI” は、

人工知能がレストランのメニュー開発に採用されているものであり、“メディカ

ル AI” は先進的な病院で医者をサポートするために作動している。すなわち、

集合、発展、特化という進化プロセスのモデルは、クラウド以後のコンセプト

用語の進化でも繰り返えされているのである。 

 

 

図 4-2. コンセプト進化の形態（ビッグデータ事例） 

 

4.24.24.24.2 モデル化モデル化モデル化モデル化    

これをさらに IT サービス事業のコンセプト進化として一般化したものが、図 4-3.

である。コンセプトの進化には３つの発展の形態が存在し、それぞれが第１段階、第

２段階、第３段階とつながることによって、コンセプト進化のプロセスが完成する。 

 

第 1 段階: コンセプトの集合 (Aggregation) 

IT サービスビジネスを行うための構成要素が集合すること。技術や事業形態、あ

るいは主体であったりなどの、IT サービス事業を構成するために必要な個々の要素

がキーワードとして登場し、それらが集合することによって、ひとつのサービス事業

が形成される。 
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第２段階： コンセプトの展開 (Deployment) 

次にそれらの集合がまとまって、さらにひとつの新しいコンセプトに進化する。続

いて、そのコンセプト用語を応用するような形で異なるコンセプトが発生し、隣り合

う他の領域へと展開していくことによって拡張される。 

 

第３段階： コンセプトの特化 (Specialization) 

最終段階として、また新しいコンセプトが登場するのだが、その形態はこれまでと

は異なりより細分化され、そのコンセプトが適応される業種、業界の、分野別に特化

を示すものとなる。 

 

    

図 4-3. コンセプトの進化モデル 
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4.34.34.34.3 インタビューインタビューインタビューインタビューによるによるによるによる確認と確認と確認と確認と補足補足補足補足    

 

4.3.1  4.3.1  4.3.1  4.3.1      はじめにはじめにはじめにはじめに    

本節では、分析結果について、IT 業界の第一線で活躍している３名の有識者にイ

ンタビューを実施し、本研究が提示するコンセプトの進化モデルに関して意見をもら

った。先に述べたように、インタビューには量的インタビューと質的インタビューが

あるが、本研究で行ったものは質的インタビューである。質的インタビューの目的は、

自らが採用する立場や規準の特性を明確化することである。本論文においても、進化

モデルについて知見を補足し、理解を深める目的で実施したものである。 

 

4.3.2  4.3.2  4.3.2  4.3.2      質的インタビューとは質的インタビューとは質的インタビューとは質的インタビューとは    

伊藤 (2009) 64 によると、量的インタビューは「世論調査」や「アンケート調査」

など、調査票調査（質問紙調査）という形式のインタビューとしてあらゆる分野で頻

繁に用いられており、社会調査のインタビューと言えばこの調査票調査が中心である。

これに対して、質的インタビューは、参与観察と並ぶ有力な方法として活用され、人

類学や社会学における民族誌的研究やライフヒストリー（ライフストーリー）研究か

ら、精神分析や心理療法などの臨床的研究、歴史学におけるオーラル・ヒストリー研

究、ビジネス分野のマーケティング・インタビューまで、様々な形式の調査が展開さ

れている。 

 

質的インタビューの手順としては、Kvale & Brinkman (2008) の段階論を採用し

た。①主題設定、②調査デザイン、③実査、④文字起こし、⑤分析、⑥検証、⑦報告、

の７段階である。 

 

① 主題設定 

インタビューの目的と調査すべきテーマを明確にする。 

② 調査のデザイン 

                                                   
64 伊藤 (2009), pp.16-23 
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質問事項やシナリオ、インタビューガイドを作成する。 

③ インタビューの実査 

インタビューガイドに基づいて実際にインタビューを行う段階である。インタビ

ュー状況を適切にコントロールし、多角的な質問を心がける。 

④ 文字起こし 

分析に供すべき精確で詳細なインタビュー記録を文字に起こす段階であり、それ

自体が解釈の過程である。 

⑤ 分析 

分析や解釈は、実際には実査の段階から始まっている。これらのいわば予備的な

解釈を通して調査者は、ある程度の見通しを得た上で、本格的な分析・解釈の段

階を迎える。 

⑥ 検証（verifying） 

これまでの各段階における作業が適切・妥当であったかどうかについて、確認・

チェックを行う段階を意味する。時系列的には、６番目に位置するというよりは、

①から⑤の段階ごとに行われると理解すべきであろう。 

⑦ 報告 

報告は、研究者の観点を解釈という形で付け加えただけの、対象者の見解の単な

る再提示ではなく、特定の見解を提示することである。 

 

これらの段階を踏むことによって、質的インタピューの「リサーチ」としての質を

確保すると共に、途中で方向を見失ってしまうといった事態を回避することができる

のである。本研究のインタビューでは、②において作成した質問事項を事前に連絡し

ており、③においてインタビューを実施する中で、必要であれば回答内容についてさ

らに詳しく質問する、という半構造化インタビューの方法を採用した。 

 

4.3.3  4.3.3  4.3.3  4.3.3      インタビューの実施インタビューの実施インタビューの実施インタビューの実施    

インタビューは次の３氏に依頼した。谷島氏は本研究の主題材となるプロフェッシ

ョナル向けの IT 雑誌「日経コンピュータ」の元編集長の経験から、井芹氏は一般向

けの IT 雑誌の発行責任者の立場から、さらに大手 IT 企業の竹尾氏には技術専門家と

して、それぞれ１回に１時間程度の面談を行い、今回の事例研究や業界のトレンドに
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ついての助言や意見をもらった。本研究の分析結果と IT 業界のコンセプトトレンド

全体についてインタビューすることによって情報収集を行ない、今回の結果の確認と

補足の作業とする。 

インタビューは各 2 回行った。第一回目は 2013 年の初夏にクラウドまでの進化の

分析結果が出た時点で実施した。第二回目は 2018 年の盛夏に、さらに５年分の研究

結果が加わった段階で実施した。第一回目と第二回目とも、幸いにも 3 名の有識者全

員が IT 業界の中で同じ立場で活躍していたために、継続性のあるインタビューコメ

ントを取得することができた。とくに第二回目のインタビューの際には、第一回目の

インタビュー記録を事前に送付しリマインドを行うと共に、見解に変わりがないこと

を確認し、実施した。 

 

(1) 谷島 宣之 氏（日経 BP イノベーション ICT 研究所上席研究員） 

1985 年 日経マグロウヒル社（現・日経 BP 社）入社、日経コンピュータ編

集部に配属。「日経コンピュータ」「日経ウォッチャー」の記者を経て、1994

年 日経コンピュータ副編集長。2009 年 1 月から日経コンピュータ編集長。

2010 年 3 月から現職。 

インタビューは 2013 年 5 月 28 日と 2018 年 7 月 25 日に、日経 BP 本社にて

実施した。 

 

(2) 井芹 昌信 氏（株式会社インプレス R&D 代表取締役社長 発行人） 

1981 年 株式会社アスキー入社。編集第一統括部長。1992 年 株式会社イン

プレス設立 取締役（現任）。2006 年 4 月 株式会社インプレス R&D 代表取

締役社長(現任）。 

インタビューは 2013 年 6 月 14 日と 2018 年 7 月 31 日に、インプレス R&D

本社にて実施した。 

 

(3) 竹尾 さつみ 氏（大手 IT 企業 IT サービス事業部 技術理事） 

   1985 年 大手 IT 企業入社。金融、通信、流通の顧客を中心にデータウエアハ

ウスの設計・構築に IT スペシャリストとして携わる。日本国内のみならず、

海外のシステム設計・支援も行っている。2005 年より技術理事。 
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インタビューは、2013 年 5 月 27 日と 2018 年 7 月 31 日に、竹尾氏の勤務す

る IT 企業本社にて実施した。 

 

＜＜＜＜第一回目第一回目第一回目第一回目ののののインタビューインタビューインタビューインタビューの結果＞の結果＞の結果＞の結果＞ 

2013 年のインタビューでは、2002 年から 2011 年までの分析結果について、それ

ぞれの分野における専門家の立場から、Q1.「進化モデルについての率直な意見」を

述べてもらった。さらに、Q2.「IT 業界ではキーワードとなるコンセプト用語はどの

ように作られ、発展し、消えていくのか？」を自由に論じてもらい、総論とした。各

氏からは、下記に記すように IT 業界のコンセプトの進化に関する多くの知見を得る

ことができた。Q1., Q2. の質問事項への回答をまとめたものが 表 4-1.である。 

 

基本的には IT 業界のコンセプト用語はほとんど米国からの輸入であり、第１章で

述べたように、今日ではほとんどタイムラグは無いと言える。「米国で発祥したもの

を、なんとなく記者が気づいて書くことから始まっている。どれをもってくるかは記

者のセンスである」（谷島）。以前は米国で流行った文献などを、版権を取得し翻訳し

ていたので数年を要するものであったが、現在はインターネットの記事でニュースと

して配信されるからである。 

そのようなグローバル化の状況においても、日本について特徴的な点は、新聞の働

きが今だに大きいことであるという。「IT 用語は専門雑誌に比べるとあまり掲載され

ないが、新聞がいったん使い出すと、世の中への影響がある分、広がりも大きい」（谷

島）。新聞の場合、記者や編集者は IT の専門家ではないが、彼らに受け入れられるこ

とによって大衆化が始まるのである。 

新聞は IT トレンドを創るつもりはないが、一旦時流に乗ると、記事の本質が関係

ない場合でもクラウド、ビッグデータと付いていたり、繰り返し掲載される傾向があ

るという。新聞はかかわる人数も雑誌に比べると多く、多様性もあるため、用語の意

味も広がっていく。このようにして雑誌に掲載されたキーワードが流行るかどうかは、

新聞が大きく関わっている。 

 

クラウドはマーケティング用語ではなく技術用語から出てきたものである。それが

時代の編成を経て、マーケットニーズがあって、出来ることが拡張され、単語が定着
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したものである。従ってコンセプト用語がキーワードとして広がるためには、そのコ

ンセプト用語に便乗できるかが大事である。「技術そのものを指しているときは、そ

れを解説するしかないが、広がってくると、クラウドは経済の問題、セキュリティも

ある、あらゆる角度から概念が大きくなっているので、視点を変えるだけでいくらで

も記事が書ける」（井芹）。クラウドは定義が広いため、直接、関係ないものまで包含

できるということであろう。そういった意味でも、クラウド以前の用語はシャープで

便乗を許さないものであったといえる。SaaS も状態そのものを述べているだけであ

るため、「SaaS は専門的すぎるが、クラウドというと自分勝手に解釈できる余裕があ

る」（竹尾）。 

 

さらに、インターネットの働きもコンセプトの広がりに大きく寄与している。記者

がセンスで引っ張ったコンセプト用語はいろいろあると言われているが、結局、その

中から時代が選んだものだけがキーワードとして残っていく。「記者はWebのアクセ

ス数がわかるので、次も記事にする。よって、インターネットが登場した段階と、（イ

ンターネットが）無かった時代では全く違う。読者から即日フィードバックが入るた

め、間違って出したものは瞬時に自己修正がかかったり、そこから違う分岐が現れた

りする」（井芹）。また最近では、米国で、あるコンセプト用語がキーワーとして発祥

した後、日本を飛ばしてインド、中国で先に流行るケースもあるという。特に、日本

では暗黙の了解で仕事が進む文化が背景にあるためか、自動車業界を除いては業務プ

ロセスに関するコンセプト用語はほとんど定着しない。 

 

総じて、あるコンセプトがキーワードとして時代とともに流行し定着するためには

いくつかの要素があるようだ。例えば以下のようなものである。 

� 語呂がチャーミングなもの。 

� 手垢のついていない新しい単語が好まれる。 

� 単語の見た目、発音したときの言いやすさ。 

� あまり長いのはだめ。 

� 日本の文化の中で概念定着するもの。 

 

「ここでは技術的な差異よりも、看板がなぜ変わるのか、というポイントが重要で



74 
 

あり、これもまた時代が変えているのであろう。グリッドコンピューティングや SaaS

と呼ばれていたときのコンピューティングの状態が、モバイルデバイスの普及やスト

レージデバイスの低価格化など、さまざまなビジネス環境の変化によって、クラウド

というものの概念を定着させたと言える」（谷島）。 

 



75 
 

 

表 4-1.  インタビューコメント要約（2013 年） 

 質問 回答（Q1 については進化モデルの段階ごとに分類） 

谷

島 
日時 2013 年 5 月 28 日、日経 BP 本社にて実施。 

Q1 第１段階第１段階第１段階第１段階:::: 定義がしっかりある言葉なので、ワーディングがシャープで他の言葉

が便乗しにくい。そのため、用語を並べようか、というイメージなのでは。 
第２段階第２段階第２段階第２段階:::: 編集側の意図にプラスして、ビジネス上の事由が加わって用語が拡大

されていったもの。 
第３段第３段第３段第３段階階階階: : : : X クラウドはひとつの成熟の表れである。定義が広くて関係ないもの

まで包含している。この言葉が長持ちするから応用して使っていこうとしてい

る。 

Q2 展示会のテーマについては事業構造が広告モデルで動くため、皆が出展したくな

るようなテーマを掲げる。これとは別に、世の中全体に大きな影響があるのはや

はり新聞であり、新聞が使い出すと広がりは大きい。新聞の場合トレンドを創る

つもりはないが、構成は仕組みが決まっていて、記事の大きさなどを決めるのは

IT の素人＝ゼネラリストである。きわめて主体性がないメカニズムであるが、

繰り返し掲載することによって大衆化が始まる。書き手側も大きく乗せたいため

に看板をつける。    

井

芹 
日時 2013 年 6 月 14 日、インプレス R&D 本社にて実施。 

Q1 第１第１第１第１段階段階段階段階::::    最初は技術背景が必要なのであって、それらの名前が登場する。 
第２第２第２第２段階段階段階段階::::  SaaS という名称はそのものを述べているだけなので、PaaS, IaaS 
も順番として、そのあとの位置にハマったということだ。 
第３第３第３第３段階段階段階段階: : : : クラウドは２年たっても新しい用語に置き換わらないで、X クラウド

となっている。これは概念定着したということ。クラウドが概念定着しているの

で、クラウドが何かと論じる必要がない。 

Q2 IT 系のキーワードは米国からくる。イベントだったり、WEB 記者会見、プライ

ベートコンファレンスで企業メッセージとして出てくる。クラウドも基調講演で

意図的に出てきた。インターネットが始まった昔からネットワークを雲で書いて

いた。その概念はあった。ターミノロジーの元はあった。それが時代の変遷を経

て、マーケットニーズがあって、できることが拡張されて、単語が定着する。    

竹

尾 
日時 2013 年 5 月 27 日、竹尾氏の勤務する IT 企業本社にて実施。 

Q1 第１段階第１段階第１段階第１段階: : : : グリッドの時代は、用語を掛け合わせるとか変化させるというのでは

なく、単にいくつかの関連するワードが出現した。 
第２段階第２段階第２段階第２段階:::: SaaS は技術用語なので専門的すぎて、自由な解釈には至らない。技

術的には登場人物をそろえないと語れないため、PaaS, IaaS が出たと解釈す

る。 
第３段階第３段階第３段階第３段階:::: クラウドは細分化でなく、業界ごとのセキュリティなどの制約がある

ため、業界独自のライフサイクルを通じて、それぞれ特化したのであろう。 
 

Q2 分析結果をみると、SW に関する用語と、ソーシャルメディアに関する用語とが

交錯している部分があるが、両者を比較するとソーシャルの方が世の中に与える

インパクトが大きい。よりインパクトの大きいほうが残っていくのではないか。    
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＜第二回目の＜第二回目の＜第二回目の＜第二回目のインタビューの結果＞インタビューの結果＞インタビューの結果＞インタビューの結果＞    

2018 年のインタビューでは、2002 年から 2016 年までの分析結果について総合的

な見解を述べてもらった。最初に Q1、Q2 での見解の再確認を行い、それを踏まえ

た上で追加のインタビューを行った。質問事項は、Q3. 「IT 業界でトレンドとなる

コンセプト用語の推移の仕方について、クラウド以前とその後を比べて、何か特徴的

に感じることはあるか？（2013 年までの推移の仕方と、その後の 2016 年までの推移

の仕方との比較。あるいは 2002 年から 2016 年までを通じて感じること）」、そして

Q4.「（最初の質問で述べられた特徴について）それはどのような背景（社会環境）が

もたらしたものだと考えるか？」、の２点である。各氏からは、以下に記すように IT

業界のコンセプトの進化に関する多くの知見をもらった。とくに質問事項への回答を

まとめたものが表 4-2.である。 

 

前回のインタビュー当時と比較して、その後に登場するコンセプト用語は、よりビ

ジネス寄りの言葉になった。「クラウドの後には、テクノロジートレンドではなく、

テクノロジーを使って何ができるか？、というビジネス寄りのワードになっている。

Ｘクラウドまでは技術そのものの名前だったが、その結果として、どんなことができ

るのか？、という、経営者寄りのことばが目立つようだ」(谷島)。「昔よりも IT  用

語が、もっと日常の中に入り込んだものになっていると感じる。テクノロジーを世の

中に役立てようとしたら、ビジネスとして特化させるしかない。「集中段階」では、

自分にとって何の役に立つのか分からないが、「特化段階」でやっと、いかに世の中

に貢献するか、ということが明確になる。特化して深くなって、次のフェーズに進化

する」（竹尾）と、本研究で提示する進化モデルに当てはめて述べている。 

 

2018 年までの分析結果では、2013 年に提示した進化プロセスが、その後も繰り返

されることが示唆された。「長年 IT 業界にいると、用語のイメージとして「分散」と

「集中」が繰り返されているように思う。同じ意味の言葉の繰り返しが、今まで以上

に顕著になっている。昔から存在する言葉がビジネス用語として作り変えられて出て

くることもある」(谷島)。「コンセプト用語の推移のスピードが速くなっている。ク

ラウドとビッグデータの間にはギャップがある。これは集中から分散へと続いた流れ

の変化点だ。集中と分散が繰り返され、スピードが速まっている。今は分散に移ると
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きではないか。この後も同じようなことが続くのだろう」（井芹）。 

 

  コンセプト用語が推移する仕組みについては、次のように論じられる。「技術とし

てこれまで全く無かったものが出てきたり、昔やろうと思ってできなかったものが出

てきたりしているが、アイデアは従来からずっとあった。技術ネタ（シーズ）は昔か

らあったが、時代が変わり、技術の後押しがあって、やっと用語として表に出てきた

のである。クラウド上に昔からやりたかったことが乗ってきて、テクノロジー用語が

ビジネスっぽい用語に発展した。トレンドとしては、価値創造にどう役立つのかを説

明するものになってきている」(谷島)。「クラウドは、その後のすべての基盤になっ

ている。ここで世界が変わった。それ以降はクラウドもSNSも、ベースを表すものに

なってしまった。ある種デフォルトになってしまうと、メディアとしてはおもしろく

ない。実はビッグデータもSNSから拾ってきたもの（データ）であるから、完全にベ

ースになっている」（竹尾）。「流行る用語のレベルが、コンピュータの下のレイヤー

（ハードウエア層）から、上のレイヤー（サービス層）に上がっている。30年前はハ

ードウエアの名前ばっかりだった。そういうものが記事として中心だった。それがア

プリケーションソフトウエアになり、クラウドサービスになり、SNSが出てきた。医

療がクラウドと結びついて医療クラウドになるのは、一般用語とIT用語が結び付けら

れるほどに高じたといえる」（井芹）。 

 

推移の背景においては、次のような現象が起こっていると述べられる。「スマホネ

イティブが、クラウドの後の BYOD あたりから登場し、色々なものが簡単に作れる

ようになった。テクノロジーが容易に使えるようになった。今までは何かを実現する

ときに、アイデアがあってもハウツーがわからなかった。今は技術よりアイデアが大

事になっている。テクノロジーではなくアイデアの方、すなわち何をやりたいかが時

代を牽引している。ベースになるテクノロジーは隠れていても構わない。テクノロジ

ーはオブラートに包まれる。このため、根本的なモノの仕組みを理解している人がい

なくなっている。モノの原理が隠れてしまっている」（竹尾）。「ビッグデータは、デ

ータが初めて認識された時代である。以前は価値のないものとして、商売のネタとは

認識されないものだったが、データがお金になるという認識になった。その背景は、

機械学習、ネットワークなどの発展により、データが安く容易に使えるようになり、
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社会的、業界的に認識された。データにはリアルタイム性、鮮度が必要である。だか

ら、データ発生装置そのものを持っているかが重要になる。その価値がはっきり認識

されたことによって、ビッグデータという単語がクローズアップされている。本当の

情報処理の時代に突入した」（井芹）。そして、「これらを促している一番深いところ

はインターネットである。インターネットの初期段階は、人と人が会話するもの。そ

れが Terminal to Terminal になり、センサーが勝手に端末でデータを収集して、そ

れを AI が処理するという、完全にマシーンの中だけで行われている状態になった」

（井芹）。 
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表 4-2.  インタビューコメント要約（2018 年） 

 質問 回答 

谷

島 
日時 2018 年 7 月 25 日、日経 BP 本社にて実施。 

Q3 � クラウドまでは、テクノロジーの名前だったが、その後のトレンドとして

は、「その結果として、どんなことができるのか」というものになっている。 
� 「分散」と「集中」が繰り返されている。技術として全くなかったものが

出てきたために、昔はアイデアのみで実現できなかったものが出てきた。 
� クラウドの上に、昔からやりたかったことが乗ってきて、それまでの技術

用語がビジネス寄りの用語になった。 

Q4 � あと５年ぐらいしたら、全く違う広がり方をするようになるかも。広がり

方が根本的に変わるかもしれない。作られ方も変わってくるかも。 
� 以前は、新聞が取り上げたら流行ると言っていたが、昨今は WEB メディ

アが台頭して、一般の人が増幅している。    
� トレンドとしては、価値創造にどう役立つのかを説明しろということにな

ってきている。    

井

芹 
日時 2018 年 7 月 31 日、インプレス R&D 本社にて実施。 

Q3 � 推移のサイクルが速くなっている。期間的に短くなっている。 
� クラウドとビッグデータの間は、ギャップがある。集中から分散への変化

が、繰り返されている。 
� 流行る用語のレベルが、コンピュータの下層（HW：ハードウエア）から上

層（サービス）に上がっている。 

Q4 � 推移を促している一番深いところは、インターネットである。インターネ

ットの初期段階は、人と人が会話するもの。それが Terminal to Terminal 
になり、センサーが勝手に端末でデータを収集し、それを AI が処理すると

いう、完全にマシーンの中だけで行われる状態になった。 
� ビッグデータの時代に入って、データが価値をもつ時代に変遷した。    
� AI が皆の役に立つようなアプリを作り出すための基本技術として認識され

ビジネスに用いられた。AI スピーカーとか。    

竹

尾 
日時 2018 年 7 月 31 日、竹尾氏の勤務する IT 企業本社にて実施。 

Q3 � 昔よりも IT 用語が、もっと日常の中に入り込んだものになっている。 
� 技術変化は加速的に速くなっているから、従来と比べると、推移する時間、

サイクルが短い。 
� クラウドは、その後のすべての基盤になっている。ここで世界が変わった。

それ以降は、クラウドも SNS も、ベースを表すものになった。 

Q4 � スマホネイティブがクラウド後の BYOD あたりから出てきた。この辺から

テクノロジーが容易に使えて、色々なものが簡単に作れるようになった。

今までは何かを実現するときに、アイデアがあってもハウツーが分からな

かった。 
� 特化は、必要となる技術の進化で成り立っているが、アイデアを実現する

ためには、テクノロジーよりもアイデアが牽引することが重要である。 
� 何でも手早く、簡単にできないといけない時代になっている。クラウドも

AI も当たり前になってくる。そういう時代になって、また次の進化につな

がる。    
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4.44.44.44.4 まとめまとめまとめまとめ    

本章のまとめとして、図 4-3.で提示したコンセプトの進化モデルを、合計２回にわ

たるインタビューを実施した結果から、総合的に次のように考える。 

 

クラウドはマーケティング用語ではなく、グリッドコンピューティングという技術

用語から出発したものである。それが時代の変遷を経て、次の段階でマーケットニー

ズによって拡張され Software as a Service として定着した。PaaS と IaaS は，SaaS

に続いて IT 業界のサービスにとって必然的に現れた概念であるから、すなわち補完

するように展開したと解釈をすることができる。 

SaaS は Software as a Service という状態そのものを表しているコンセプト用語

であり専門的すぎるが、クラウドというと自分勝手に解釈できる余地がある。クラウ

ドは経済の問題やセキュリティの問題など、あらゆる角度に概念が広がっているとい

うのが、クラウドというコンセプト用語が大きく浸透した理由と考えることができる。

そして、業界が異なれば規則やスタンダードが異なるため、その規範の中でクラウド

を構築する必要があるため、クラウドは特化したのである。 

そして集中と分散のサイクルの中で、クラウドコンピューティングは当たり前に存

在するベース基盤の役割となり、その上でビッグデータを起点とする、次のコンセプ

ト用語の進化プロセスがスタートした。その後、ビッグデータはその周りにいくつか

のコンセプト用語が集合する時代を経て、センサーが勝手に端末から出力されるデー

タ群を収集するという IoT に進化した。IoT が持つコンセプトは他の分野に展開され、

現在はそれを AI によって自動的に処理するというビジネスとして、ユーザー用途に

沿って特化する段階にあると言えよう。 

 

この状況について改めて有識者３氏の言葉を引用すると、「すでにコンセプトのト

レンドはすっかりクラウドに移っているが、いつまでもクラウドを SaaS のことだろ

うと語る声も根強くある。流行言葉を語っても要するに SaaS と同様ではないか？と

いう意見である。しかし、SaaS がクラウドになるということは、実はクラウドは SaaS

ではないことを意味する。両者の本質は同じでも周辺を取り込み、その概念は拡大さ

れ進化する。クラウドのことをちゃんと分からずに、それを同じと言った瞬間に進化
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論的には置いてきぼりになる」（井芹）とのコメントが印象に残る。何かが拡張され

ることによって他の概念を帯びて行き、使われる単語は変わっていくのである。 

今後の展望について、「あと５年ぐらいしたら、全く違う広がり方をするようにな

るかもしれない。あるメディアに出たら一気に広がるが、その広がり方が根本的に変

わるかもしれない。作られ方も変わってくるだろう」（谷島）。「何でも手早く簡単

にできないといけない時代になっている。クラウドも AI も当たり前になってくる。

そういう時代になって、また次の進化につながる。流行り言葉とは、結局、だれでも

知っている言葉では、流行り言葉にならない。たくさん語る必要はないけれど、人に

興味をもってもらわないといけないから、新しい言葉を作り出す」（竹尾）。
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第第第第 5555 章章章章            

考察考察考察考察    
 

前章で提示したコンセプトの進化モデルについて考察を行う。最初に各段階のコン

セプトに関して財の分類を行い、その本質的な性質がどのように変化しているかを探

る。そして次に、それぞれのコンセプトの性質をその技術背景と照らし合わせること

によって、コンセプトの進化モデルが提示している３つの段階、３つの形態について

考察する。それぞれ図 3-18.の第一サイクル、第二サイクルについて、具体的な検証

を行う。 

 

5.15.15.15.1 コンセプトのコンセプトのコンセプトのコンセプトの性質性質性質性質    ((((テクノロジーからサービスへテクノロジーからサービスへテクノロジーからサービスへテクノロジーからサービスへ))))    

    

5.5.5.5.1111....1111        財の分類とは財の分類とは財の分類とは財の分類とは    

Yamamoto (2010) 65 は、無体財を含む財を、「効用を発生する源」と「効用を発生

する源の所有権の移転」の２軸を使って 表5-1. のように分類し、「効用を発生する源

が非物質財」であり、「所有権の移転なし」のケースがサービスであると定義してい

る。Lovelock・Wright (1999) 66 は、「サービスとは一方から他方へと提供される行

為やパフォーマンスである。このプロセスはおそらく物財の存在と結びついている。

しかし、パフォーマンスそのものは本質的に無形であり、パフォーマンスを生み出す

さまざまなファクターについても通常は所有権の移転が行われている訳ではない」と

述べている。 

                                                   
65 Yamamoto (2010), pp.44 
66 Lovelock & Wright (1999), pt. 1. Understanding Services 
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表5-1．種々の無体財を含む財の分類（出典：Yamamoto (2010) p.44より引用） 

 

無体財の領域 ： 情報・有体財利用権・サービス 

 

林 (2013) 67 は、この山本の分類手法を SaaS に当てはめると、利用者側はアプ

リケーションソフトウェアを自社で導入し利用するモデルから、サービス化により、

所有権の移転を伴わない無形のパフォーマンスの提供を受けるモデルへ変化する、と

述べ、表5-2. のように分類結果を示している。この分類によると、従来型のアプリケ

ーションソフトウェアの導入形態は、有体財と情報（情報にはソフトウェアの利用権

も含む）の組み合わせであり、SaaS は有体財利用権（アプリケーションソフトウェ

アやデータが格納されたサーバーなどのディスクスペースの利用など）とサービス

（アプリケーションソフトウエアと運用サービス）の組み合わせとなる。特に SaaS 

では物質材と非物質材の組み合わせへ全体がシフトするというのが、林の結論である。 

 

表5-2.  SaaS 財の分類（出典：林 (2013) より引用） 

 
 
本研究ではこれに加えて、山本の分類手法を用いてコンセプト進化の過程全体を分

析することによって、所有権の移転を伴わない無形のパフォーマンスの提供を受ける

ようなコンセプトへと変化するようすを見ることができると考える。それはすなわち、

                                                   
67 林 (2013), pp. 11 
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技術を表すコンセプトから、コンセプト用語が進化するにつれて、サービス化が進む

ことを意味している。 

 
5.5.5.5.1111.2 .2 .2 .2         第一サイクル第一サイクル第一サイクル第一サイクル 

 山本の財の分類に従い、まずコンセプトの進化モデルの第一サイクルについて分類

を行った。その結果を 図 5-1. に表す。 

グリッドコンピューティングについて財の分類を行うと、「効用を発生する源が物

質財」であるもので、尚且つ、「所有権の移転あり」として考えられるのは、サーバ

やストレージなどの、技術によって生み出された有体財である。所有権の移転が発生

しないものは、この時点では存在しない。もちろんこの時代にも、サーバーのレンタ

ルリースなどのビジネスは存在したが、これについては、ある一定期間のみ物質財を

借用し使用することで、購入価格の一部を負担しているとみなされる。実際に通常の

レンタル価格は、全体の購入金額をある一定数で割ったものを基にして決められる。

そして、その一定数を超えてレンタルされた場合は、貸し手側にとって利益となるし

くみであった。「効用を発生する源が非物質財」であるもので、尚且つ、「所有権の移

転あり」として考えられるのはアプリケーションソフトウエアである。山本がサービ

スと定義している、所有権の移転が発生しないものは、この時点では存在しない。 

SaaS の財の分類結果は、林が述べるように、物質財・非物質財ともに、所有権の

移転が発生しない「アプリケーションソフトウエアの利用権」が発生する。しかしな

がらこの時点では、ミドルウエアとインフラストラクチャーのレイヤーに関しては、

まだ所有権の発生が残っている。アプリケーションのみが、通信の高速化によって所

有から利用に移行するのである。2007 年頃に SaaS が流行し、次いで PaaS, IaaS

が順次登場することによって、所有権はしだいに利用権へとシフトするのである。 

クラウドコンピューティングについては、「効用を発生する源が物質財」である有

体財は全く存在していない。「効用を発生する源が非物質財」の場合でも、所有権の

移転が発生するものは存在しない。クラウドではコンピューティング全体の利用権の

みで定義される。クラウドは、サーバ、ストレージ、ソフトウエアの区分けも意識す

ることなく、単にコンピューティングの利用権のみが残った状態である。サービスの

項目に注目すると、SaaS と比較して、クラウドでは利用の金額単位が月額から時間

単価に細分化され使い勝手が向上している。もちろんこれは典型的なケースであり、
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実際は顧客との契約形態に応じて具体的な内容は変化する。 

 

このように、グリッドコンピューティング、SaaS、クラウドの財の分類を行うこ

とによって、技術によって生み出された有体財や情報が主体となっているものから、

サービスが主体であるものへとコンセプト用語の意味が変化していることが確認さ

れた。すなわちコンセプト用語の進化が進むにつれて、その性質がテクノロジーコン

セプトからサービスコンセプトへと移行していることが分かる。テクノロジーコンセ

プトとは、技術（ものごとを取り扱ったり処理したりするときの方法や手段）につい

てのコンセプトを指す。サービスコンセプトは、サービス（無形財）が提供される行

為であり、提供と消費が同時に行われる非物質財についてのコンセプトを意味する。 

 

 

図 5-1.  第一サイクルの財の分類 

 

5.5.5.5.1111....3333            第二サイクル第二サイクル第二サイクル第二サイクル 

次に、コンセプト進化の第二のサイクルについても 図 5-2. のように同様の分類を

行った。対象となるコンセプト用語は、ビッグデータ、IoT、AI である。このサイク

ルにおいては、大量のデータがすなわち物質財であり、所有権の移転可能な有体財で

ある。大量のデータの状態からは情報を得ることはできない。データを分析すること

によって、そこから何らかの情報を得ることができる。 
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ビッグデータというコンセプト用語については、「効用を発生する源が物質財」で

あり、所有権の移転が可能なものが、データである。所有権の移転がないものは存在

しない。「効用を発生する源が非物質財」であり所有権の移転が発生するものが、デ

ータ分析の結果の情報である。所有権の移転が発生しないものは、まだ存在しない。 

IoT については、データを所有するというものではなく、インターネット上にあふ

れているデータを高速通信で結ぶことによって、例えば、Twitter や Facebook など

の SNS 上のデータや、気象情報、交通情報などの外部発表されているデータなどを

利用することになる。従って、「効用を発生する源が物質財」の欄は、ビッグデータ

という用語の時代とは異なって、所有権の移転が伴わないデータの利用権に形を変え

る。あるいは、データの出所や所有者がわからないよう匿名化されたり、データを断

片に加工することによってあえて「無意味化」されたデータが残る。 

AI については、もはやデータの取得もマシーンが自動で行うことになり、人間は

データの利用権も意識しないものとなり、「効用を発生する源となる物質財」は存在

せずに、単に「効用を発生する源が非物質財」のみが残る。所有権の移転が発生しな

い状態で、人工知能の利用権のみが存在し、医療現場にメディカル AI を導入して医

師のサポートを担ったり、レストランでのメニュー開発に導入されたりする。AI シ

ステムになると、グリッドコンピューティングの時代と違ってコンピュータシステム

も高額になるため、導入よりも利用権として普及されるという背景もある。 

 

 

図 5-2.  第二サイクルの財の分類 
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ビッグデータは大量のデータを扱う新規のシステムであり、インターネットの普及

と現在の IT 技術の進歩によって可能となったものである。ビッグデータは、単にそ

の量の多さに特徴があるのみならず、データの多様性（テキストによる非構造化デー

タ、音声データ、動画データなど）という特徴を有している。ビッグデータの時代で

は、データは M2M 技術を使い個人のデバイス上で送信がなされた。そのようなデー

タの移動は、モバイルインフラの高速通信技術が発達し、クラウドコンピューティン

グが発展すると共に容易になった。 

IoT は、ビッグデータの情報収集というものとは異なり、データがインターネット

で繋がることによって新しい価値を創造する。大川 (2016) 68 による三菱総合研究所

のセミナーでは、「ビッグデータと IoT の違いは、価値創造の度合いによる」と説明

されている。IoT はデータ分析によってサービスを提供することができるのに対して、

ビッグデータが提供する分析結果は単なる情報でしかない。センサーがスマートフォ

ン、家庭用電子機器、自動車、ビル、店舗、工場などに導入され、自動的に繋がり、

価値ある情報を提供するようになった。もはやデータの提供作業は不要になり、高速

通信を備えた分析のための環境のみが必要とされる。IoT は双方向コミュニケーショ

ンであり、利用者は分析結果の利用権がある。言い換えれば、IoT 世代によって提供

されるサービスは、人間が細部まで細かく管理する必要がない。 AI は、ビッグデー

タおよび IoT データを分析することによって、自律的に最良の解を決定する。AI は

個々の特化した環境において、その判断結果をサービスとして利用する利用権を提供

する。 

 

5.15.15.15.1.4 .4 .4 .4         まとめまとめまとめまとめ 

このように財の分類をコンセプト用語の進化モデルと照らし合わせると、第一サイ

クルにおいても第二サイクルにおいても、コンセプトは時代と共に段階を追うに従っ

て、テクノロジーからサービスの意味を持つものにシフトすることがわかる。サービ

スの意味のみが残った状態でコンセプトは成熟し完了する。そして、また新たな進化

サイクルが登場する。 

要するに、コンセプトの進化モデルは、コンセプト用語の本質がテクノロジーから

                                                   
68 大川 (2016), pp.7-10 
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サービスへ移行する現象も表していると言える。そしてそのサイクルは繰り返される

のである。この現象について、さらに次節で考察を行う。 

 

5.25.25.25.2 コンセプトの進化とコンセプトの進化とコンセプトの進化とコンセプトの進化とそのそのそのその背景背景背景背景    

第３章で得られた分析結果によると、コンセプト進化の過程と並行して、同時期に

もうひとつのコンセプト推移が発見された。このもうひとつのコンセプト推移のこと

を、コンセプト進化の背景と呼ぶ。この背景が、コンセプトの進化が技術用語からサ

ービス用語に向かう現象にどのような影響をもたらすのかを、進化モデルの第一サイ

クル、第二サイクルについて考察する。第一サイクルではソーシャルメディアの推移

が発見され、第二サイクルでは機械学習に関するコンセプトの推移が発見されている。 

 

5.5.5.5.2222....1111        第一第一第一第一サイクルサイクルサイクルサイクル    

第一サイクルにあたるクラウドまでのコンセプト進化を SNS 関連のキーワードと

合わせて考察する。これによって、コンピューティングとユーザー環境の発展状況と

の関連性が見えてくると予想される。縦軸には、財の分類で得た技術とサービスを、

横軸には基盤となる技術の発展を配置し、図 5-3. のように２次元でプロットした。

基盤となる技術の発展を背景として、ホストコンピュータが中心だった IT 環境が、

PC を経てスマートフォンを中心とするモバイル主流になるに連れて、コンセプト用

語は技術からサービスに移行する。グリッドコンピューティングは、所有権を有する

技術領域にあり、SaaS は一部の所有権を残しながらサービス側にシフトする。そし

て、クラウドは全面的に利用権のみを有するサービスとなる。 
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図 5-3. 第一サイクルのコンセプトの発展曲線 

 

クラウドの発展に伴って機材が簡素化され、現在の BYOD に到っている。組織の

知的創造活動が個人の創造活動に移行しており、マクロからミクロの知的創造活動へ

と向かっている。その推進力の一つがソーシャルネットワークであったということが

表出したと言える。コンピュータの世界においてソーシャルネットワークが推移する

過程で、技術やサービスの粒度の単位が、組織から個人に移っている。 

近年の大きなビジネス環境の変化の要因のひとつがコンピュータ端末であり、ノー

ト PC から携帯へ、そしてスマートフォンやタブレット型へと主流が移り、かつての

利用する時間と場所が限られている状態から、いつでもどこからでも利用できる状態

へと移行した。図 5-4. が示すように、モバイル端末からのインターネット利用者数

が近年急激に伸びている。一方で、企業のサーバ出荷台数は下降をたどる傾向にあり、

ユーザーもモバイル端末からのインターネットアクセスが大幅に拡大している。クラ

ウドの発展とともに端末利用形態が変化し、2012 年に登場した BYOD に集約される
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ように、ビジネスシーンでも個人端末が主役になりつつある。もちろんビジネスは会

社や組織単位で行われるものであるが、その粒度が組織から個人に移ってきたことが、

キーワードを分析することによっても明らかにされたのである。 

 

昔は特別な技術がないと情報発信出来なかったものが、ブログの登場で広く普及し、

さらにツイッターなどのより簡単な手段の登場で誰もが情報を発信できる時代にな

った。それにより、情報がさらに細分化され、各自が必要な情報が身近で入手しやす

くなり、生活のスピードも上がった。以前はビジネスの単位はあくまでも組織であり、

統制のとれた環境で日々の活動が行われていた。しかし、ソーシャルネットワークが

発展するにつれ、ビジネスの単位の中心は個人に移り、個々の行動や言動を漏れなく

収集し分析して、その結果が即座に次の場面に反映されるようになった。 

ビジネスにおけるマーケティング手段も、個別のマーケティングや、マスマーケテ

ィングであったものが、口コミ（拡散型）マーケティングや、コミュニティ（囲い込

み）マーケティング、検索型（顕在ニーズ）マーケティングなどへと、多様化してい

る。情報端末からの発信情報を収集することによって、データマイニングやテキスト

マイニングで分析するという、ビッグデータの時代が当たり前になろうとしている。 

 

 

図 5-4. サーバ出荷台数とモバイル端末からのインターネット利用者数の推移69 

                                                   
69 出典：通信利用同行調査（総務省）  
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5.5.5.5.2222....2222        第二サイクル第二サイクル第二サイクル第二サイクル    

次に、第二サイクルにあたるビッグデータ以降のコンセプト進化を機械学習技術の

発展と共に考察する。これによって、情報が認知コンピューティングの領域に至る発

展の状況が見えてくると予想する。図 5-5. に表すように第一サイクルと同様に、縦

軸は技術とサービスとし、横軸は基盤となる技術の発展を配置することによって、第

二サイクルのコンセプト用語の進化をプロットする。 

ビッグデータは、M2M 技術によってモバイルから集められる財である。IoT はモ

バイルから SNS によって集められるデータを用いて、それらを加工することによっ

て匿名性や無意味化を図ったり、また、それらの利用権を提供することを通じてさま

ざまなサービスを行う。さらに AI は、機械が自動的にデータを集めるのみでなく機

械学習を用いて分析を行ない、ユーザーは分析結果のみを利用するというサービスの

領域にプロットされる。 

 

第一サイクルのクラウドコンピューティングとデバイスの発達により、ユーザー個

人が所有するモバイルによってビッグデータが発生する時代が来た。第二サイクルで

は、もはや人間による分析が不可能な量のデータを機械学習の技術で分析し、通信技

術によってインターネットで繋がることによって、データの所有を必ずしも必要とし

ない IoT の時代となりサービス化が進んだ。当初はビッグデータは単なる情報に過ぎ

なかったが、M2M によって Machine 同士が直接やり取りを行い分析を始め、さらに

AI によって自ら学習し、人間に知見を与える能力をもつ認知コンピューティングの

レベルに向っている。 
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図 5-5.  第二サイクルのコンセプトの発展曲線 

 

5.5.5.5.2222....3333        まとめまとめまとめまとめ    

コンセプト用語を財の分類によって、技術からサービスに進化するという考察に加

えて、その背景となるものの推移を考察し、４象限で表した結果を述べる。コンセプ

ト用語を時系列でとらえ、テキストマイニングで分析することによって、最終的に以

下のことが考察される。 

 

� 組織の知的創造活動が個人の創造活動に移行しており、その推進力の一つがソ

ーシャルネットワークであった。そしてさらに、機械学習が推進力となって、

創造活動は人工知能の時代に入っている。 

� ビジネスの対象となる単位は組織であったが、それがコンピューティングの発

達により個人に移り、個々の行動や言動を分析して、その結果が即座に次の場
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面に反映される。そしてさらに、提案や新たな知見を加えてくれる認知コンピ

ューティングの時代に入る。 

� 技術からサービスに向かうコンセプト進化のプロセスを繰り返すことにより、 

マーケティング戦略も組織的から個人へと多様化し、個々人にカスタマイズさ

れたものになっていく。さらに人工知能により、個人が気がつかない潜在的な

知見を提示することや、好み、流行を先取りした提案型に変わろうとしている。 

 

5.35.35.35.3 同類同類同類同類研究研究研究研究についてのについてのについてのについての考察考察考察考察    

本節では、近年、同じくコンセプト用語の推移について研究している論文の成果を

取り上げ、本研究の結果と照らし合わせて考察を行う。 

 

Mahboob (2015) 70 らは、クラウドコンピューティングの発生や、その後の展開、

将来の展望について考察している。クラウドについて書かれた 15 本の論文の記述内

容を分析することによって、クラウドが従来のメインフレームコンピュータやグリッ

ドコンピューティング技術と比較して、IT 業界において大きな位置を占めるように

なった理由を検証している。社会の興味と必要性が第一の理由であるが、コストやセ

キュリティ面での利点や技術発展など、大きく展開されるための要素がすべて揃って

いると結論付けている。 

本研究のモデルでは、クラウドは最終的に業界ごとに特化することを提示している

が、展開段階から特化段階に至る要因として、Mahboob らの研究は、それまでに見

られるコンセプトと比較して、必要な要因が揃ったことが背景にあることを説明して

いる。 

 

Takano・Kajikawa (2018) 71 は、論文と特許広報を用いて IoT と IoT に関連する

技術分野について調査することによって、ビジネス機会を見つけることができると主

張し、その方法論を述べている。要約すると、論文と特許広報の文章中にみられる技

術用語を図 5-6. のように Area A, B, C, D の 4 象限に分類し、Area A の技術は特許

                                                   
70 Mahboob, Ghaffar & Akhtar (2015), pp190-193 
71 Takano & Kajiwara (2018), pp.6, pp.15-16 



94 
 

広報にも論文上にも多く登場するので、すでに商業化が始まっているとみなされ、

Area C に多く存在するものは、まだ開発途上であり、これからの技術であると判断

することができる。この手法を使うことによって、ビジネス上の戦略策定に役立てる

ことができるとしている。技術用語に注目して記述された論文であるが、この手法は

コンセプト用語に置き換えても適応可能なものであり、また、業界雑誌を用いる分析

にも適応可能である。 

いずれにしても、文献上に登場する用語を分析することによって将来の業界動向を

探り戦略策定に役立てるという目的は本研究と同じであるが、提示する進化形態をモ

デル化して発展段階を考察するという本研究の手法とはアプローチが異なる。

Takano & Kajiwara の手法には時間的スケールの要素が導入されていないので、ど

れくらい先の将来の戦略に役立つかを見極めることは、今後の課題であろう。 

 

図 5-6. Relationships between science and technology72 

 

Miyazaki & Sato (2018) 73 は、第１次、第２次 AI ブームと、現在の第３次 AI ブ

ームを、それぞれ周辺のキーワードとのネットワークを表して比較している。そして、

現在の第３次 AI ブーム(2013-2016)では、Bigdata、Machine learning、Deep learning 

などの AI にとって重要な技術キーワードと共に見られることから、企業はビジネス

への適応を始めていると解説する。Miyazaki の分析手法からも、AI ブームは特化段

階に入り始めたことが確認される。本研究と比べると、時間的な経過を連続して観察

し、他のキーワードとの関係性を分析するような論旨ではない点が異なる。 

                                                   
72 Takano & Kajiwara (2018), pp.6 より引用。 
73 Miyazaki & Sato (2018), pp.1-7 
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図 5-7. Co-occurrence network based on author keywords during the 3rd AI 

boom  (左：1990-2012、右：2013-2016)74 

 

5.45.45.45.4 今後の今後の今後の今後の進化進化進化進化モデルの発展モデルの発展モデルの発展モデルの発展    

最後に、本研究で提示したコンセプトの進化モデルの今後についても考察を試みる。

本研究の分析によって、コンセプト進化には３つ段階、すなわちコンセプトの集合、

展開、特化がみられること、またそれらの段階が時代と共に繰り返されることを提示

した。将来もさらに同様の分析を行うことで、この進化モデルが継続することが予想

される。しかし、繰り返しのパターンについては考えられる形態がいくつか存在する。 

 

本研究では、３つの段階を持つ進化モデルは、第一サイクル、第二サイクルと繰り

返して現れ、それぞれのサイクルの技術背景は人間主体の SNS から機械が主体のも

のへと移行している。すなわち、第一サイクルと第二サイクルとは、単なるサイクル

の繰り返しではなく、背景が異なる別次元のものへと進んだのである。今後の進化モ

デルについては、このように背景の異なる進化サイクルを繰り返すことが予想され、

これについていくつかのイメージが考えられる。 

                                                   
74 Miyazaki & Sato (2018) pp.5 より引用。 
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まずは、進化サイクルがスパイラルを描きながら Human oriented から Machine 

oriented な背景へと移り変わる。Machine oriented はコンピュータが主体であるが、

さらに進化サイクルが繰り返されると、その背景はコンピュータ以外のものを含めた、

ますます人間が主体的に関わることのない、Non-human oriented の方向へと向うこ

とが想像される。そのイメージを 図 5-8. に表す。 

ただし、第一サイクルの特化段階であるクラウドコンピューティングは、Gartner

のハイプ曲線においても、図 2-2. に表されるように幻滅期を示しており、コンセプ

ト用語としては成熟期にあたると解釈できる。すなわち、図 5-8. のように特化段階

に連続して第二サイクル目の集合段階が登場するという解釈よりも、図 5-9. に示す

ように、新たなレベルのステージに切り替わりながら、進化モデルが繰り返されてい

くようなイメージで捉える方が適当であるとの解釈もできる。 

 

いずれの場合も基本となるのは、「コンセプトの集合」から始まって、「コンセプト

の展開」を経て、「コンセプトの特化」で完結する三つの段階を持つ、コンセプトの

進化モデルである。 

 

    
図 5-8.  コンセプトの進化モデルの発展予想（スパイラル型） 
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図 5-9.  コンセプトの進化モデルの発展予想（ステップ型） 
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第第第第 6666 章章章章            

結論と含意結論と含意結論と含意結論と含意    
 

本章では、第３章、第４章、第５章で提示した事項を元に、第 1章で設定した研究

課題 (MRQ、SRQ) に回答し、研究のまとめとする。その後に、それによって得られ

る理論的含意、実践的含意を示し、最後に今後の研究に対する示唆を行う。 

 

6.16.16.16.1     研究のまとめ研究のまとめ研究のまとめ研究のまとめ    

まず副次的研究課題 (SRQ: Subsidiary Research Question) の解を順番に提示す

ることによって、主研究課題 (MRQ: Major Research Question) の解を導く。 

 
SRQ-1： コンセプト用語は時間とともにどのように推移したのか？ 

回答：最近 15 年間に IT コンセプトがどのように推移しているかについては、第三

章の図 3-12. から図 3-16. に時間軸とともに示した。また、それらを簡素化

したものを図 3-17. で、抽象化したものを図 3-18. に示した。コンセプト用

語は、時間の経過とともに次々と新しいものへと推移している。コンセプト

用語が変わることによって顧客の注目を集めることができ、競争相手とは異

なる価値が提供され、競合他社に対して違いを際立たせ自社のポジションを

確立するすることができるからである。 

 

SRQ-2： コンセプトの進化はどのようなプロセスを経ているのか？ 

回答：SRQ-1 でコンセプト用語の推移を追うことによって、コンセプトは時間と共

に３つの段階を経て進化していることが分かった。第一段階は、必要な要素

や技術に関するコンセプトの集合であり、第二段階としてコンセプトの展開
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がある。第三段階では、コンセプトは細分化し特化することによって成熟期

を向かえている。 

 

SRQ-3： コンセプトの進化はどのような背景によってもたらされたのか？ 

回答：グリッドコンピューティングからクラウドコンピューティングに至るまでの

コンセプト進化は、SNS とそれを支えるデバイスの発展が背景にあり、

SRQ-2 で明らかにされた進化のプロセスは、それらの技術の発展によっても

たらされたと言える。さらに SNS やデバイスの技術が十分に発展し、モバ

イルデバイスから大量のデータが世の中にもたらされるようになった。そし

て BYOD という用語が表すように、クラウドの特化現象とモバイルデバイ

スとの融合をトリガーとして、今度はそれらのビッグデータを自動で処理で

きる機械学習技術の発展を背景として、再び同様のプロセスを持つコンセプ

ト進化が起きている。 

 

MRQ： IT 業界におけるコンセプトは、どのようなメカニズムで進化してきたのか？ 

回答：IT コンセプトの進化は、顧客に新たな価値を提供することを目的に行われ

るが、その進化の形態には一定のパターンが確認された。そして、その結果

をもとに、コンセプトは集合 (Aggregation)、展開 (Deployment)、特化 

(Specialization) の３段階を経て進化するものとしてモデルを提示した。進

化はまず、コンセプト用語の集合を出発点として、その背景となる技術が進

歩することに伴って展開され、最終的には対象となるビジネスの業界ごとに

特化することによって成熟し、一旦、終了する。そして時代を経て、新たな

技術背景の下に、また新たな進化が繰り返された。 

 

6.26.26.26.2     理論的含意理論的含意理論的含意理論的含意    

本研究における理論的含意は、以下のようにまとめることができる。 

第２章で紹介したように先行研究によると、これまでにも競争優位を確保するため

の差別化戦略のひとつとして新しいコンセプトを使うことがあった。本研究はそれら

をさらに進めるべく、コンセプトの推移を時間的に連続したものと捉えている。そし
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て、IT 業界のコンセプト用語の変化に注目し、テキストマイニングの手法を使って

用語間の相関を抽出することにより、2002 年から 2016 年に到るまでの 15 年間にコ

ンセプトがどのように推移したのかを分析し時間軸と共に提示した。この結果によっ

て、新たに明らかにされたことは以下のとおりである。 

 

� 第一の理論的含意は、コンセプトが進化するプロセスには３つの段階と、集合・

展開・特化の３つの形態が存在することを発見し、新たにモデルとして提示し

たことである。 

� 第二の理論的含意は、そのモデルは時間の経過によって一巡した後に、繰り返

して適応することが可能であることを示したことである。このことは、今後も

同様の事例が繰り返して収集できる可能性を示唆している。事例を重ねること

によりモデルの精度は向上し、より一般化されたものにすることができる。 

� 第三の理論的含意は、コンセプト進化の分析において、従来の定量的分析手法

をさらに発展させ、より精度の高い定量分析手法を提示したことである。 

 

 本研究で取り上げた IT 業界の特徴は、第１章「研究の背景」でも述べたように、

「数年ごとに新しい用語が登場しビジネスモデルが変化すること」、そして、「それら

の用語の基本技術やアーキテクチャーは同じであることが多い」ことである。従って、

これらが本研究の境界条件であると考えられる。他の業界であっても、これらの要素

を有する場合であれば、本研究の理論的含意が成り立つ可能性があると言えよう。 

 

 

6.36.36.36.3     実務的含意実務的含意実務的含意実務的含意    

本研究における実務的含意は、以下のようにまとめることができる。 

本研究によって提示したコンセプト進化の分析手法を使えば、コンセプト用語が時

間と共にどのような変化をたどったかを明らかにし、一定のパターンを進化モデルと

して提示できることが示された。このことから、新たに明らかにされたことは以下の

とおりである。 
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� 第一の実務的含意は、コンセプトの進化モデルに現在のおかれている状況を照

らし合わせることによって、進化の過程における位置を掌握し将来のビジネス

戦略に役立てることができる、ということである。 

� 第二の実務的含意は、今後も事例を重ね、モデルの信頼レベルを向上させるこ

とによって、次世代のトレンド作りを能動的に行うことを実現する可能性をも

たらした、ということである。 

 

6.46.46.46.4     将来研究への示唆将来研究への示唆将来研究への示唆将来研究への示唆    

本論文では、IT 業界のコンセプト用語の推移を 2002 年から 2016 年までの 15 年

間にわたって分析した。その結果により、コンセプトの進化には集合・展開・特化の

３つの段階があること、および、コンセプトの進化パターンが繰り返されたことが分

かった。 

本研究のアプローチは、現在進行形のコンセプト用語の進化にも適用することが可

能である。今後もコンセプト用語の分析を継続して行なうことによって、コンセプト

の進化パターンを複数事例で観察することができると推測される。すなわち、今後も

集合・展開の段階をたどり、特化をもってコンセプトが成熟したと判断することが可

能となることや、新たなコンセプトの発展プロセスが見られる可能性がある。例えば、

「集合」「展開」「特化」の３つの形態の順番が異なる場合、３つの形態のうちの幾つ

かのみ、あるいは全く新たなコンセプトの発展形態の出現が期待できるかもしれない。 

 

いずれにしてもコンセプトが形成される条件や、どのような形態で推移するのかな

ど、コンセプトの進化に関する理解を深めることは重要である。なぜならば、こうし

た研究を重ねることによって、現在の業界で注目されているコンセプトがビジネスの

発展段階のどこの位置にあるのかを理解し、その後の IT 業界が向かっていく方向を

予測できるからである。例えば、集合段階や展開段階のコンセプトである場合、実際

のビジネスでの応用はまだ数年先だと予想される。一方で特化が始まっている場合に

は、早々にさまざまな事業分野に水平展開され応用されていくことになるであろう。

こうしてコンセプトの発展段階を通して業界内を把握することにより、企業として近

い将来、どの分野に投資しビジネスを拡大していくべきであるのか、というような戦
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略立案に役立つことが期待される。 

IT 業界のみならず、企業は競争力を保つために競争相手との差別化を図ることは、

ビジネス戦略上、もっとも重要な要素のひとつである。コンセプトの進化のようすを

理解することは、オリジナリティを求めて新しいコンセプトを送り出し、差別化を達

成するために大事なテクニックである。 
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